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data-pattern
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作のデータパターンを指定してデータ破損の有無を
調べるには、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAモニタコンフィギュレーショ
ンモードの適切なサブモードで data patternコマンドを使用します。データパターンの指定を削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

data-pattern hex-pattern

no data-pattern hex-pattern

___________________
構文の説明

指定した動作のモニタリングに使用する 16進
文字列。

hex-pattern

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの hex-patternは ABCDです。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

IP SLAモニタコンフィギュレーション

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン data-patternコマンドを使用すると、英数字の文字列を指定して、送信元から宛先（SD）の方向

の動作ペイロードまたは宛先から送信元（DS）の方向（DS）の動作ペイロードが破損していない
ことを確認できます。
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data-patternコマンドをサポートするのは、IP SLAユーザデータグラムプロトコル（UDP）
エコー動作だけです。

（注）

このコマンドは、IPv4ネットワークおよび IPv6ネットワークでサポートされます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。動作の他のパラメータを設定する前に、IPSLA動作のタイ
プ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプ
ロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

data-patternコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中のCisco IOSリリース（下表を
参照）および設定されている動作タイプによって異なります。たとえば、Cisco IOS Release 12.4
が実行中で、UDPエコー動作タイプが設定されている場合は、IP SLAモニタコンフィギュレー
ションモード内の UDPエコーコンフィギュレーションモード（config-sla-monitor-udp）で
data-patternコマンドを入力します。

表 1：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

___________________
例 次に、データパターンとして 1234ABCD5678を指定する例を示します。 IP SLA動作の設定を開

始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース（下表を参照）によっ
て異なることに注意してください。

この例では、data-patternコマンドが IPv4ネットワークで使用されています。

___________________
例

ip sla 1
udp-echo 10.0.54.205 dest-port 101
data-pattern 1234ABCD5678
!
ip sla schedule 1 life forever start-time now

___________________
例

ip sla monitor 1
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type udpEcho dest-ipaddr 10.0.54.205 dest-port 101
data-pattern 1234ABCD5678
!
ip sla monitor schedule 1 life forever start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor
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dhcp（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコ
ル（DHCP）動作を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで dhcpコマンドを使
用します。

dhcp {destination-ip-address| destination-hostname} [source-ip {ip-address| hostname}] [option-82 [circuit-id
circuit-id] [remote-id remote-id] [subnet-mask subnet-mask]]

___________________
構文の説明

宛先 IPアドレスまたはホスト名。destination-ip-address | destination-hostname

（任意）送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定します。送信元 IPアドレスまたはホスト
名が指定されていない場合、IPSLAでは、宛先
に最も近い IPアドレスが選択されます。

source-ip {ip-address | hostname}

（任意）宛先DHCPサーバに対してDHCPoption
82を指定します。

option-82

（任意）16進で回線 IDを指定します。circuit-id circuit-id

（任意）16進でリモート IDを指定します。remote-id remote-id

（任意）サブネットマスク IPアドレスを指定
します。デフォルトのサブネットマスクは

255.255.255.0です。

subnet-mask subnet-mask

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type dhcpコマンドが、このコマンド
に置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。 type
dhcpコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 type
dhcpコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。 type
dhcpコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン 送信元 IPアドレスを設定すると、パケットはその送信元アドレスを使用して送信されるようにな

ります。

ip dhcp-serverグローバルコンフィギュレーションコマンドを設定すると、DHCP動作によって
測定される DHCPサーバを識別できます。ターゲット IPアドレスを設定すると、そのデバイス
だけが測定されるようになります。 ip dhcp-serverコマンドが設定されておらず、ターゲット IP
アドレスも設定されていない場合は、DHCP検出パケットが使用可能なすべての IPインターフェ
イスに対して送信されます。

option 82はリレーエージェント情報オプションと呼ばれており、クライアントから発信された
DHCPパケットがDHCPサーバに転送されるときにDHCPリレーエージェントによって挿入され
ます。リレーエージェント情報オプションを認識するサーバは、この情報を使用して IPアドレ
スまたはその他のパラメータ割り当てポリシーを実装できます。 DHCPサーバは、サーバからク
ライアントへの応答において、このオプションをリレーエージェントにそのままエコーします。

リレーエージェントは、このオプションを取り出してからクライアントに応答を転送します。

リレーエージェント情報オプションは、1つまたは複数のサブオプションを含む単一の DHCPオ
プションとして構成されています。このサブオプションによってリレーエージェントが認識する

情報が伝達されます。最初のサブオプションは、公衆回線アクセスユニットに配置されているリ

レーエージェントに対して定義されています。これらのサブオプションには、受信回線の回線

ID、リモート高速モデムにとって信頼できる識別子となるリモート ID、およびリレーエージェン
トが受信するクライアント DHCPパケットの送信元論理 IPサブネットのサブネットマスク指定
などがあります。

回線 IDに奇数個の文字が指定されると、文字列の末尾にゼロが追加されます。（注）

動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。
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___________________
例 次の例では、IP SLA動作番号 4が、DHCPサーバ 172.16.20.3に対してイネーブルなDHCP動作と

して設定されています。

ip sla 4
dhcp option-82 circuit-id 10005A6F1234
ip dhcp-server 172.16.20.3
!
ip sla schedule 4 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネットワークで使用するDHCPサーバを指定し
ます。ネットワーク上で使用可能な 1つまたは
複数の DHCPサーバの IPアドレスを指定しま
す。

ip dhcp-server

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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dns（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ドメインネームシステム（DNS）動作を設定するには、
IP SLAコンフィギュレーションモードで dnsコマンドを使用します。

dns {destination-ip-address| destination-hostname} name-server ip-address [source-ip {ip-address| hostname}
source-port port-number]

___________________
構文の説明

宛先 IPアドレスまたはホスト名。destination-ip-address | destination-hostname

DNSサーバの IPアドレスを指定します。name-server ip-address

（任意）送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定します。送信元 IPアドレスまたはホスト
名が指定されていない場合、IPSLAでは、宛先
に最も近い IPアドレスが選択されます。

source-ip {ip-address | hostname

（任意）送信元ポートの番号を指定します。

ポート番号を指定しない場合、IPSLAは利用可
能なポートを選択します。

source-port port-number

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type dns target-addrコマンドが、
このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
type dns target-addrコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SRB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
type dns target-addrコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
type dns target-addrコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPv6アドレスのサポートが追加さ
れました。

15.2(3)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.7Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.7S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン 動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル

（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

___________________
例 次の例では、IP SLA動作 7が、ターゲット IPv4アドレス 172.20.2.132を使用する DNS動作とし

て設定されています。

ip sla 7
dns host1 name-server 172.20.2.132
!
ip sla schedule 7 start-time now

次の例では、IP SLA動作 1が、ターゲットアドレスとして IPv6アドレス 2001:10:10:10::3を使用
する DNS動作として、Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリースで設定されています。

ip sla 1
dns host1 name-server 2001:10:10:10::3
!
ip sla schedule 1 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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flow-label（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の IPv6ヘッダーのフローラベルフィールドを定義
するには、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAモニタコンフィギュレーション
モードの適切なサブモードで flow-label（IP SLA）コマンドを使用します。デフォルト値に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

flow-label number

no flow-label

___________________
構文の説明 IPv6ヘッダーのフローラベルフィールドの値。

値の範囲は 0～ 1048575（16進の FFFFF）で
す。 16進表記であることを示すには、この値
の前に「0x」を付けます。デフォルト値は0で
す

number

___________________
コマンドデフォルト フローラベルのデフォルト値は、0です。

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

___________________
使用上のガイドライン フローラベルの値は IPv6パケットヘッダーの 20ビットのフィールドに格納されます。この値

は、フローのラベルパケットの送信元で使用されます。
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フローラベルの値 0は、どのフローにも含まれないパケットを示すために使用されます。

動作のフローラベルが定義されている場合は、IP SLA Responderが受信するフローラベルの値が
反映されます。

このコマンドを適用できるのは、IPv6ネットワークだけです。（注）

すべての Cisco IOS IP SLA動作または指定した動作のフローラベルの値を表示するには、show ip
sla configurationコマンドを使用します。

___________________
例 次の例では、IP SLA動作 1が、宛先 IPv6アドレスが 2001:DB8:100::1のインターネット制御メッ

セージプロトコル（ICMP）エコー動作として設定されています。 IPv6ヘッダーのフローラベル
フィールドの値は、0x1B669に設定されています。

ip sla 1
icmp-echo 2001:DB8:100::1
flow-label 0x1B669
!
ip sla schedule 1 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

すべての Cisco IOS IP SLA動作または指定した
動作の設定値を、すべてのデフォルト値を含め

て表示します。

show ip sla configuration
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frequency（IP SLA）
指定した IPサービスレベル契約（SLA）動作を繰り返す割合を設定するには、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードまたは IP SLAモニタコンフィギュレーションモードの適切なサブモード
で frequency（IP SLA）コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

frequency seconds

no frequency

___________________
構文の説明 IP SLA動作間の秒数。デフォルトは 60です。seconds

___________________
コマンドデフォルト 60秒

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）
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IP SLAモニタコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dns）

FTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-sla-monitor-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-jitter）

VoIPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-voip）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T
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変更内容リリース

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。マルチキャストUDPジッターコンフィ
ギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

___________________
使用上のガイドライン 単一の IPSLA動作は、動作のライフタイムの間、指定された頻度で繰り返されます。たとえば、

頻度が 60秒のユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッター動作では、動作のライフタイム
の間、60秒おきにデータパケット（シミュレートされたネットワークトラフィック）のコレク
ションが送信されます。UDPジッター動作に対してシミュレートされたデフォルトのトラフィッ
クは、20ミリ秒間隔で送信される 10個のパケットで構成されます。この「ペイロード」は動作
の開始時に送信され、次は 60秒後に再度送信されます。

各 IPSLA動作の実行時間が指定した頻度の値よりも長い場合は、ただちに動作が繰り返されるの
ではなく、「ビジー」という統計カウンタが増加します。

frequency（IP SLA）、timeout（IP SLA）、および threshold（IP SLA）の各コマンドを設定する
前に、次のガイドラインについて検討してください。 IP SLA UDPジッター動作の場合は、次の
ガイドラインに従うことを推奨します。

• (frequency seconds ) > ((timeout milliseconds ) + N)

• (timeout milliseconds ) > (threshold milliseconds )

ここで、N = (num-packets number-of-packets ) * (interval interpacket-interval )です。 num-packets
number-of-packetsおよび interval interpacket-intervalの値を設定するには、udp-jitterコマンドを使
用します。

その他すべての IP SLA動作については、次の設定に関するガイドラインに従うことを推奨しま
す。

(frequency seconds ) > (timeout milliseconds ) > (threshold milliseconds )

頻度の値は 60秒未満に設定しないことを推奨します。60秒未満に設定するとアクティブな動
作が多くなることによりオーバーヘッドが生じることが考えられ、ネットワークのパフォーマ

ンスに重大な影響を与える可能性があるためです。

（注）

frequency（IPSLA）コマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6
アドレスをサポートする IP SLA動作が設定されている場合の IPv6ネットワークでもサポートさ
れます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。動作の他のパラメータを設定する前に、IPSLA動作のタイ
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プ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプ
ロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

frequency（IP SLA）コマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）および設定されている動作タイプによって異なります。たとえば、CiscoIOSRelease
12.4が実行中で、ICMPエコー動作タイプが設定されている場合は、IP SLAモニタコンフィギュ
レーションモード内の ICMPエコーコンフィギュレーションモード（config-sla-monitor-echo）で
frequency（IP SLA）コマンドを入力します。

表 2：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

___________________
例 次に、90秒おきに繰り返す IP SLA ICMPエコー動作（動作 10）を設定する例を示します。 IP SLA

動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース（下表
を参照）によって異なることに注意してください。

___________________
例 次に、IPv4ネットワークにおいて IP SLAコンフィギュレーションモード内の ICMPエコーコン

フィギュレーションモードで使用されている frequency（IP SLA）コマンドの例を示します。

ip sla 10
icmp-echo 172.16.1.175
frequency 90
!
ip sla schedule 10 life 300 start-time after 00:05:00

___________________
例 次に、IPv4ネットワークにおいて IPSLAモニタコンフィギュレーションモード内の ICMPエコー

コンフィギュレーションモードで使用されている frequency（IPSLA）コマンドの例を示します。

ip sla monitor 10
type echo protocol ipIcmpEcho 172.16.1.175
frequency 90
!
ip sla monitor schedule 10 life 300 start-time after 00:05:00
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IPSLA動作がその要求パケットからの応答を待
機する時間を設定します。

timeout（IP SLA）
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ftp get
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ファイル転送プロトコル（FTP）GET動作を設定するに
は、IP SLAコンフィギュレーションモードで ftp getコマンドを使用します。

ftp get ur l [source-ip {ip-address | hostname}][mode]{active| passive}

___________________
構文の説明

取得するファイルの URLロケーション情報。url

（任意）送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定します。送信元 IPアドレスまたはホスト
名が指定されていない場合、IPSLAでは、宛先
に最も近い IPアドレスが選択されます。

source-ip {ip-address | hostname

（任意）FTP転送モードをパッシブまたはアク
ティブで指定します。デフォルトの転送モード

はパッシブです。

mode passive | active

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type ftp operation get urlコマンド
が、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
type ftp operation get urlコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
type ftp operation get urlコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
type ftp operation get urlコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SXI
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 IPv6アドレスのサポートが追加さ
れました。

15.2(3)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.7Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.7S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン url引数は、次のいずれかの形式で指定する必要があります。

• ftp://username:password@host/filename

• ftp://host/filename

ユーザ名とパスワードが指定されていない場合のデフォルト値は、それぞれ anonymousと testで
す。

動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

___________________
例 次の例では、FTP動作が設定されています。 user1がユーザ名で password1がパスワードです。ま

た、host1がホストで file1がファイル名です。

ip sla 3
ftp get ftp://user1:password1@host1/file1
!
ip sla schedule 3 start-time now

次の例では、取得するファイルのソース URLには IPv6アドレスが含まれます。 IPv6アドレス指
定は、Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリースでサポートされます。

ip sla 3
ftp get ftp://root:lablab@2001:10:10:10::3/tmp/saatest.log
!
ip sla schedule 3 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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history buckets-kept
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作のライフタイム中に保持する履歴バケット数を設定
するには、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAテンプレートパラメータコン
フィギュレーションモードの適切なサブモードで history buckets-keptコマンドを使用します。
デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

history buckets-kept size

no history buckets-kept

___________________
構文の説明

動作のライフタイム中に保持する履歴バケット

数。デフォルトは 50です。
size

___________________
コマンドデフォルト 保持されるバケットのデフォルト数は、50バケットです。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーション

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）
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TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 buckets-of-history-keptコマンドが、この
コマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
buckets-of-history-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネット

ジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
buckets-of-history-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネット

ジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
buckets-of-history-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネット

ジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPSLAテンプレートパラメータコンフィ
ギュレーションモードの ICMPエコー、TCP接続、および UDPエコーコ
ンフィギュレーションサブモードが追加されました。

15.1(1)T

___________________
使用上のガイドライン IP SLAによって動作が開始されるたびに、履歴バケット数が指定したサイズに一致するまで、ま

たは動作のライフタイムが期限切れになるまで、新しいバケットが作成されます。履歴バケット

のラップは行われません。
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IP SLA動作のライフタイムを定義するには、ip sla scheduleグローバルコンフィギュレーション
コマンドを使用します。 Cisco IP SLAエンジン 3.0の自動 IP SLA動作のテンプレートのライフタ
イムを定義するには、IP SLA自動測定スケジュールコンフィギュレーションモードで lifeコマン
ドを使用します。

自動 IP SLA動作のテンプレートを設定するには、このコマンドを使用する前に、IP SLAテンプ
レートコンフィギュレーションモードで parametersコマンドを入力します。

history buckets-keptコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6
アドレスをサポートする IPSLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

デフォルトでは、IP SLA動作の履歴は収集されません。履歴を収集する場合は、動作の 1つまた
は複数の履歴エントリが各バケットに格納されます。動作タイプがインターネット制御メッセー

ジプロトコル（ICMP）パスエコーの場合は、動作によって選択された宛先までのパスに沿って
ホップごとにエントリが作成されます。

履歴テーブルに格納されるエントリのタイプは、history filterコマンドによって制御されます。

履歴テーブルに格納されるエントリの総数は、samples-of-history-kept、history buckets-kept、お
よび history lives-keptの各コマンドの組み合わせによって制御されます。

履歴を収集すると、RAMの使用率が高くなります。履歴の収集は、ネットワークに問題があ
ると考えられる場合だけにしてください。

（注）

___________________
例 次に、動作ライフタイム中に 25履歴バケットを保持するために、ICMPエコー動作を設定する例

を示します。次に、IPv4ネットワークで使用されているhistory buckets-keptコマンドの例を示し
ます。

___________________
例

ip sla schedule 1 start-time now life forever
ip sla 1
icmp-echo 172.16.161.21
history buckets-kept 25
history lives-kept 1
!
ip sla schedule 1 start-time now life forever

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 1
Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# history buckets-kept 25
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo 1
IP SLAs Auto Template: 1

Measure Type: icmp-echo
.
.
.
Statistics Aggregation option:

Hours of statistics kept: 5
History options:

IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
23

D ～ H
history buckets-kept



History filter: none
Max number of history records kept: 25
Lives of history kept: 1

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作の履歴テーブルに格納する情報のタ
イプを定義します。

history filter

IPSLA動作の履歴テーブルに格納するライフ数
を設定します。

history lives-kept

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

自動 IP SLAスケジューラのライフタイムの特
性を指定します

life

履歴テーブルに保持するエントリ数（バケット

単位）を設定します。

samples-of-history-kept
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history distributions-of-statistics-kept
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作中にホップ単位で維持する統計情報の配信数を設定
するには、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAテンプレートパラメータコン
フィギュレーションモードの適切なサブモードで history distributions-of-statistics-keptコマンド
を使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

history distributions-of-statistics-kept size

no history distributions-of-statistics-kept

___________________
構文の説明

ホップ単位で維持する統計情報の配信数。有効

な範囲は 1～ 20です。デフォルトは 1です。
size

___________________
コマンドデフォルト 1回の配信がホップ単位で維持されます。

___________________
コマンドモード DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）
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ビデオコンフィギュレーション（config-ip-sla-video）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-icmp-jtr-params）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-udp-jtr-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 distributions-of-statistics-keptコマンド
が、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
distributions-of-statistics-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよび

イーサネットジッターコンフィギュレーションモードが追加されまし

た。

12.2(33)SRB

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
distributions-of-statistics-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
distributions-of-statistics-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよび

イーサネットジッターコンフィギュレーションモードが追加されまし

た。

12.2(33)SXI
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコン
フィギュレーションモードの ICMPエコー、ICMPジッター、TCP接続、
UDPエコー、およびUDPジッターコンフィギュレーションサブモード
が追加されました。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。 IP SLAコンフィギュレーションモー
ドのビデオコンフィギュレーションサブモードのサポートが追加され

ました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.2(2)Tに統合されました。15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。マルチキャスト UDPジッターコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.4SG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IP SLA動作に関してホップごとに維持する配信数の値を、デフォルト（1）か

ら指定した値に変更します。配信数が指定したサイズに達すると、配信に基づく情報はそれ以

上、メモリに格納されなくなります。

ほとんどの状況では、保持される統計情報の配信数や配信ごとのインターバルを変更する必要は

ありません。これらのパラメータは、ネットワークの統計的モデリングを実行する場合など、配

信が必要になる場合だけに変更します。統計情報の配信間隔を設定するには、history
statistics-distribution-intervalコマンドを使用します。

自動 IP SLA動作のテンプレートを設定するには、このコマンドを使用する前に、IP SLAテンプ
レートコンフィギュレーションモードで parametersコマンドを入力します。

history distributions-of-statistics-keptコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。この
コマンドは、IPv6アドレスをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでも
サポートされます。
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IP SLAインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）パスエコー動作の場合、配信統計情
報テーブルを維持するために必要なルータのメモリ量は、次の 4つのコマンドによって設定され
た値をすべて掛け合わせた値に基づきます。

• history distributions-of-statistics-kept

• hops-of-statistics-kept

• paths-of-statistics-kept

• history hours-of-statistics-kept

ICMPパスエコー動作の配信統計情報テーブルを維持するために必要なメモリ量の計算に使用す
る一般的な式は次のとおりです。メモリ割り当て量 = (160バイト) * (history
distributions-of-statistics-kept size) * (hops-of-statistics-kept size) * (paths-of-statistics-kept size) *
(history hours-of-statistics-kept hours)

ルータのメモリに重大な影響を与えないようにするために、history
distributions-of-statistics-kept、hops-of-statistics-kept、paths-of-statistics-kept、および history
hours-of-statistics-keptの各コマンドの設定は慎重に行ってください。

（注）

___________________
例 次の例では、ICMPエコー動作において、統計情報の配信数が 5、配信間隔が 10 msに設定されて

います。この結果、1番めの配信には 0～ 9 msの統計情報、2番めの配信には 10～ 19 msの統計
情報、3番めの配信には 20～ 29 msの統計情報、4番めの配信には 30～ 39 msの統計情報、5番
めの配信には 40 ms以降の統計情報が含まれるようになります。次に、IPv4ネットワークで使用
されている history distributions-of-statistics-keptコマンドの例を示します。

___________________
例

ip sla 1
icmp-echo 172.16.161.21
history distributions-of-statistics-kept 5
history statistics-distribution-interval 10
!
ip sla schedule 1 life forever start-time now

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 1
Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# history distributions-of-statistics-kept 5
Router(config-icmp-ech-params)# history statistics-distribution-interval 10
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo 1
IP SLAs Auto Template: 1

Measure Type: icmp-echo (control enabled)
Description:

.

.

.
Statistics Distributions options:

Distributions characteristics: RTT
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Distributions bucket size: 10
Max number of distributions buckets: 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作の統計情報を保持する時間数を設定
します。

history hours-of-statistics-kept

IPSLA動作で維持する各統計情報の配信間隔を
設定します。

history statistics-distribution-interval

IP SLA動作の統計情報を保持するホップカウ
ント（パス単位）を設定します。

hops-of-statistics-kept

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IPSLA動作の統計情報を保持するパス数（時間
単位）を設定します。

paths-of-statistics-kept

IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
29

D ～ H
history distributions-of-statistics-kept



history enhanced
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の拡張履歴収集をイネーブルにするには、IP SLA
コンフィギュレーションモードまたは IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーション
モードの適切なサブモードで history enhancedコマンドを使用します。

history enhanced [interval seconds] [buckets number-of-buckets]

___________________
構文の説明

（任意）各バケットの拡張履歴を収集する時間

を秒単位（sec）で指定します。有効な範囲は
1～ 3600です。デフォルトは 900です。

interval seconds

（任意）システムメモリに保持する履歴バケッ

トの数を指定します。範囲は 1～ 100です。
デフォルトは 100です。

buckets number-of-buckets

___________________
コマンドデフォルト 拡張履歴収集はディセーブルです。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）
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VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

ビデオ（config-ip-sla-video）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーション

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-udp-jtr-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 enhanced-historyコマンドが、このコ
マンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
enhanced-historyコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
enhanced-historyコマンドが、このコマンドに置き換えられました。次
のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
enhanced-historyコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコン
フィギュレーションモードの ICMPエコー、TCP接続、UDPエコー、
および UDPジッターコンフィギュレーションサブモードが追加されま
した。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。 IP SLAコンフィギュレーションモー
ドのビデオコンフィギュレーションサブモードのサポートが追加され

ました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.2(2)Tに統合されました。15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。マルチキャスト UDPジッターコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.4SG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IP SLA動作の拡張履歴をイネーブルにします。

パフォーマンス統計情報は、集められたデータを分割するバケットに格納されます。各バケット

は、指定された間隔の間に集められたデータで構成されます。間隔が終了すると、履歴統計情報

は、新しいバケットで収集されます。バケットが指定数に達すると、動作の統計情報の収集が終

了します。

デフォルトでは、IP SLAは、各動作に 2時間の集約統計情報を保持します。各動作サイクルから
の値は、所定の 1時間以内のすでに利用可能なデータとともに集約されます。 IP SLAの拡張履歴
機能を使用すると、集約間隔を 1時間未満にできます。

history enhancedコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6ア
ドレスをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

Cisco IOS Release 12.4(24)T以前のリリースでは、IP SLA VoIP RTP動作に対してこのコマンドを
設定できますが、動作は影響を受けません。
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Cisco IOS Release 12.4(24)T以降のリリースでは、IP SLA VoIP RTP動作に対してこのコマンドを
設定できません。 VoIP RTPコンフィギュレーションモードでこのコマンドを設定しようとする
と、次のメッセージが表示されます。

Router(config-ip-sla-voip-rtp)# history enhanced interval 1200 buckets 99
%enhanced-history cannot be set for this probe

自動 IP SLA動作のテンプレートを設定するには、このコマンドを使用する前に、IP SLAテンプ
レートコンフィギュレーションモードで parametersコマンドを入力します。

___________________
例 次の例では、インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコー動作が、標準的な拡張履

歴設定を使用して設定されています。ここでは、IPv4ネットワークで使用されている history
enhancedコマンドの例を示します。

___________________
例 ip sla 3

icmp-echo 172.16.1.175
history enhanced interval 900 buckets 100
!
ip sla schedule 3 start-time now life forever

___________________
例 Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 3

Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# history enhanced interval 900 buckets 100
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo
IP SLAs Auto Template: 3

Measure Type: icmp-echo (control enabled)
.
.
.
Statistics Aggregation option:

Hours of statistics kept: 2
Enhanced aggregation interval: 900 seconds
Max number of enhanced interval buckets: 100

History options:
History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
33

D ～ H
history enhanced



説明コマンド

IPSLA自動測定グループの現在の動作ステータ
スおよび統計情報を表示します。

show ip sla auto summary-statistics

自動 IP SLA動作のテンプレートのデフォルト
値を含めて、設定を表示します。

show ip sla auto template

指定した IP SLA動作で収集されたすべての履
歴バケットのデータを表示します。各バケット

のデータは個別に表示されます。

show ip sla enhanced-history collection-statistics

サマリーテーブル内に収集されたすべてのバ

ケットの拡張履歴データを表示します。

show ip sla enhanced-history distribution-statistics
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history filter
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の履歴テーブルに格納する情報のタイプを定義する
には、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAテンプレートパラメータコンフィ
ギュレーションモードの適切なサブモードで history filterコマンドを使用します。デフォルト値
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

history filter {none| all| overThreshold| failures}

no history filter {none| all| overThreshold| failures}

___________________
構文の説明

履歴は保存されません。これはデフォルトで

す。

none

試行されるすべての動作が履歴テーブルに格納

されます。

all

しきい値を超えたパケットだけが履歴テーブル

に格納されます。

overThreshold

何らかの理由により失敗したパケットだけが履

歴テーブルに格納されます。

failures

___________________
コマンドデフォルト 動作の IP SLA履歴は格納されません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）
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TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーション

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 filter-for-historyコマンドが、このコマン
ドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
filter-for-historyコマンドが、このコマンドに置き換えられました。イーサ
ネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネットジッター

コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
filter-for-historyコマンドが、このコマンドに置き換えられました。次のコ
ンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネット

ジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
filter-for-historyコマンドが、このコマンドに置き換えられました。イーサ
ネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネットジッター

コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPSLAテンプレートパラメータコンフィ
ギュレーションモードの ICMPエコー、TCP接続、および UDPエコーコ
ンフィギュレーションサブモードが追加されました。

15.1(1)T
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___________________
使用上のガイドライン IPSLA動作の履歴テーブルに格納する内容を制御するには、history filterコマンドを使用します。

履歴テーブルに保存する履歴の量を制御するには、history lives-kept、history buckets-kept、およ
び samples-of-history-keptの各コマンドを使用します。

history filterコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6アドレ
スをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

Cisco IOS IP SLAエンジン 3.0の自動 IP SLAの場合、自動 IP SLA動作のテンプレートを設定する
には、このコマンドを使用する前に、IP SLAテンプレートコンフィギュレーションモードで
parametersコマンドを入力する必要があります。

IP SLA動作では、履歴の収集および統計情報のキャプチャを実行できます。デフォルトでは、IP
SLA動作の履歴は収集されません。履歴が有効な状態で問題が発生する場合（多数のタイムアウ
トが発生する場合など）は、history lives-keptコマンドを使用して履歴収集をイネーブルにしま
す。

履歴を収集すると、RAMの使用率が高くなります。履歴の収集は、ネットワークに問題があ
ると考えられる場合だけにしてください。

（注）

___________________
例 次の例では、失敗した動作パケットだけが履歴テーブルに格納されます。ここでは、IPv4ネット

ワークで使用されている history filterコマンドの例を示します。

___________________
例

ip sla auto template type ip icmp-echo
icmp-echo 172.16.161.21
history lives-kept 1
history filter failures

!

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 1
Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# history filter failures

Router(config-icmp-ech-params)# end
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo
IP SLAs Auto Template: 1

Measure Type: icmp-echo
.
.
.
Statistics Aggregation option:

Hours of statistics kept: 2
History options:

History filter: failures
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
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Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持する履歴バ
ケット数を設定します。

history buckets-kept

IPSLA動作の履歴テーブルに格納するライフ数
を設定します。

history lives-kept

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IPSLA動作の履歴テーブルに格納するエントリ
数（バケット単位）を設定します。

samples-of-history-kept
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history hours-of-statistics-kept
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の統計情報を保持する時間数を設定するには、IP
SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレー
ションモードの適切なサブモードでhistoryhours-of-statistics-keptコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

history hours-of-statistics-kept hours

no history hours-of-statistics-kept

___________________
構文の説明

統計情報をメモリに保持する時間（時間単

位）。範囲は 0～ 25です。デフォルトは 2で
す。

hours

___________________
コマンドデフォルト 統計情報は 2時間プラットフォームのメモリに保持されます。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）
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VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

ビデオ（config-ip-sla-video）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーション

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-icmp-jtr-params）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-udp-jtr-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。hours-of-statistics-keptコマンドが、こ
のコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
hours-of-statistics-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
hours-of-statistics-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
hours-of-statistics-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。
イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネッ

トジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコン
フィギュレーションモードの ICMPエコー、ICMPジッター、TCP接続、
UDPエコー、および UDPジッターコンフィギュレーションサブモード
が追加されました。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。 IP SLAコンフィギュレーションモー
ドのビデオコンフィギュレーションサブモードのサポートが追加されま

した。

12.2(58)SE

このコマンドが変更されました。 IP SLAコンフィギュレーションモー
ドのビデオコンフィギュレーションサブモードのサポートが追加されま

した。

15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。マルチキャストUDPジッターコンフィ
ギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.4SG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IP SLA動作の履歴時間数の値を、デフォルト（2）から指定した値に変更しま

す。時間数が指定した値を超えると、統計情報テーブルがラップされ、最も古い情報が新しい情

報で置き換えられます。

IP SLAインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）パスエコー動作の場合、配信統計情
報テーブルを維持するために必要なルータのメモリ量は、次の 4つのコマンドによって設定され
た値をすべて掛け合わせた値に基づきます。

• history distributions-of-statistics-kept

• hops-of-statistics-kept

• paths-of-statistics-kept

• history hours-of-statistics-kept
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ICMPパスエコー動作の配信統計情報テーブルを維持するために必要なメモリ量の計算に使用す
る一般的な式は次のとおりです。メモリ割り当て量 = (160バイト) * (history
distributions-of-statistics-kept size) * (hops-of-statistics-kept size) * (paths-of-statistics-kept size) *
(history hours-of-statistics-kept hours)

ルータのメモリに重大な影響を与えないようにするために、history
distributions-of-statistics-kept、hops-of-statistics-kept、paths-of-statistics-kept、および history
hours-of-statistics-keptの各コマンドの設定は慎重に行ってください。

（注）

history hours-of-statistics-keptコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマン
ドは、IPv6アドレスをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポー
トされます。

Cisco IOS IP SLAエンジン 3.0の自動 IP SLAの場合、自動 IP SLA動作のテンプレートを設定する
には、このコマンドを使用する前に、IP SLAテンプレートコンフィギュレーションモードで
parametersコマンドを入力する必要があります。

___________________
例 次に、ICMPエコー動作の統計情報を 3時間保持する例を示します。ここでは、IPv4ネットワー

クで使用されている history hours-of-statistics-keptコマンドの例を示します。

___________________
例

ip sla 2
icmp-echo 172.16.1.177
history hours-of-statistics-kept 3
!
ip sla schedule 2 life forever start-time now

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 2
Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# history hours-of-statistics-kept 3
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo
IP SLAs Auto Template: 2

Measure Type: icmp-echo
.
.
.
Statistics Aggregation option:

Hours of statistics kept: 3
History options:

History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に維持する統計情
報の配信数（ホップ単位）を設定します。

history distributions-of-statistics-kept

IPSLA動作で維持する各統計情報の配信間隔を
設定します。

history statistics-distribution-interval

IP SLA動作の統計情報を保持するホップカウ
ント（パス単位）を設定します。

hops-of-statistics-kept

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IPSLA動作の統計情報を保持するパス数（時間
単位）を設定します。

paths-of-statistics-kept
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history lives-kept
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の履歴テーブルに格納するライフ数を設定するに
は、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュ
レーションモードの適切なサブモードで history lives-keptコマンドを使用します。デフォルト値
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

history lives-kept lives

no history lives-kept

___________________
構文の説明

動作の履歴テーブルに格納するライフ数。ライ

フ数を 0に指定した場合は、動作の履歴が収集
されません。

lives

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは 0ライフです。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
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ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 lives-of-history-keptコマンドが、このコ
マンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
lives-of-history-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。イー
サネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネットジッ

ターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
lives-of-history-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。次
のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネット

ジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
lives-of-history-keptコマンドが、このコマンドに置き換えられました。イー
サネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネットジッ

ターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPSLAテンプレートパラメータコンフィ
ギュレーションモードの ICMPエコー、TCP接続、および UDPエコーコ
ンフィギュレーションサブモードが追加されました。

15.1(1)T

___________________
使用上のガイドライン history lives-keptコマンドには次の規則が適用されます。

•指定できるライフ数は、設定されている動作のタイプによって異なります。
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•ライフ数のデフォルト値 0は、動作の履歴が収集されないことを意味します。

•ライフ数が指定した値を超えると、履歴テーブルがラップされます（つまり、最も古い情報
が新しい情報で置き換えられます）。

•動作によって状態が保留中からアクティブに移行されると、ライフが開始されます。動作の
ライフが終了すると、動作によって状態がアクティブから保留中に移行されます。

history lives-keptコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6ア
ドレスをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

自動 IP SLA動作のテンプレートを設定するには、このコマンドを使用する前に、IP SLAテンプ
レートコンフィギュレーションモードで parametersコマンドを入力します。

履歴収集をディセーブルにするには、history filter noneコマンドではなく、no history lives-kept
コマンドを使用します。 no history lives-keptコマンドを使用すると、IP SLA動作が試行される前
に、履歴収集がディセーブルになります。動作が試行された後で、history filterコマンドによっ
て履歴が含まれているかどうかがチェックされます。

___________________
例 次に、ICMPエコー動作の 5ライフの履歴を保持する例を示します。ここでは、IPv4ネットワー

クで使用されている history lives-keptコマンドの例を示します。

___________________
例

ip sla 1
icmp-echo 172.16.1.176
history lives-kept 5
!
ip sla schedule 1 life forever start-time now

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 1
Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# history lives-kept 5
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo
IP SLAs Auto Template: 1

Measure Type: icmp-echo
.
.
.
Statistics Aggregation option:

Hours of statistics kept: 2
History options:

History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 5

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持する履歴バ
ケット数を設定します。

history buckets-kept

IPSLA動作の履歴テーブルに格納する情報のタ
イプを定義します。

history filter

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IPSLA動作の履歴テーブルに格納するエントリ
数（バケット単位）を設定します。

samples-of-history-kept
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history statistics-distribution-interval
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作で維持する各統計情報の配信間隔を設定するには、
IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレー
ションモードの適切なサブモードで history statistics-distribution-intervalコマンドを使用します。
デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

history statistics-distribution-interval milliseconds

no history statistics-distribution-interval

___________________
構文の説明

各統計情報の配信を維持する時間（ミリ秒

（ms））。範囲は 1～ 100です。デフォルト
は 20です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 統計情報の配信は 20 ms間維持されます。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）
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ビデオコンフィギュレーション（config-ip-sla-video）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーション

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-icmp-jtr-params）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-udp-jtr-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 statistics-distribution-intervalコマンド
が、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
statistics-distribution-intervalコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサ

ネットジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
statistics-distribution-intervalコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサネット

ジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
statistics-distribution-intervalコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。イーサネットエコーコンフィギュレーションモードおよびイーサ

ネットジッターコンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコン
フィギュレーションモードの ICMPエコー、ICMPジッター、TCP接続、
UDPエコー、およびUDPジッターコンフィギュレーションサブモードが
追加されました。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。 IP SLAコンフィギュレーションモード
のビデオコンフィギュレーションサブモードのサポートが追加されまし

た。

12.2(58)SE

IP SLAコンフィギュレーションモードのビデオコンフィギュレーション
サブモードのサポートとともにこのコマンドが、Cisco IOSRelease15.2(2)T
に統合されました。

15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IPSLA動作の配信間隔の値を、デフォルト（20ms）から指定した値に変更しま

す。

ほとんどの状況では、保持される統計情報の配信数や配信ごとのインターバルを変更する必要は

ありません。これらのパラメータは、ネットワークの統計的モデリングを実行する場合など、配

信が必要になる場合だけに変更します。維持する統計情報の配信数を設定するには、history
statistics-distribution-intervalコマンドを使用します。

history statistics-distribution-intervalコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコ
マンドは、IPv6アドレスをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサ
ポートされます。

自動 IP SLA動作のテンプレートを設定するには、このコマンドを使用する前に、IP SLAテンプ
レートコンフィギュレーションモードで parametersコマンドを入力します。

___________________
例 次の例では、IP SLA動作において、統計情報の配信数が 5、配信間隔が 10 msに設定されていま

す。この結果、1番めの配信には 0～ 9 msの統計情報、2番めの配信には 10～ 19 msの統計情
報、3番めの配信には 20～ 29 msの統計情報、4番めの配信には 30～ 39 msの統計情報、5番め
の配信には 40 ms以降の統計情報が含まれるようになります。

次に、IPv4ネットワークで使用されているhistory statistics-distribution-intervalコマンドの例を示
します。

___________________
例

ip sla 1
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icmp-echo 172.16.161.21
history distributions-of-statistics-kept 5
history statistics-distribution-interval 10
!
ip sla schedule 1 life forever start-time now

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 3
Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# history enhanced interval 900 buckets 100
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router# show ip sla auto template type ip udp-echo
IP SLAs Auto Template: 5

Measure Type: icmp-echo
.
.
.
History options:

History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 10
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中にホップ単位で維
持する統計情報の配信数を設定します。

history distributions-of-statistics-kept

IPSLA動作の統計情報を保持する時間数を設定
します。

history hours-of-statistics-kept

IP SLA動作の統計情報を保持するホップカウ
ント（パス単位）を設定します。

hops-of-statistics-kept

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IPSLA動作の統計情報を保持するパス数（時間
単位）を設定します。

paths-of-statistics-kept
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hours-of-statistics-kept

Cisco IOS Release 12.4(4)T、12.2(33)SRB、12.2(33)SB、および 12.2(33)SXIでは、
hours-of-statistics-keptコマンドは history hours-of-statistics-keptコマンドに置き換えられてい
ます。詳細については、history hours-of-statistics-keptコマンドを参照してください。

（注）

Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の統計情報を保持する時間数を設定するには、IP
SLAモニタコンフィギュレーションモードの適切なサブモードで hours-of-statistics-keptコマン
ドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

hours-of-statistics-kept hours

no hours-of-statistics-kept

___________________
構文の説明

統計情報を保持する時間数。デフォルトは2で
す。

hours

___________________
コマンドデフォルト 2時間

___________________
コマンドモード DHCPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dns）

FTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-sla-monitor-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-jitter）

VoIPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-voip）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、history hours-of-statistics-keptコマンドに置き換えら
れました。

12.4(4)T

このコマンドが、history hours-of-statistics-keptコマンドに置き換えら
れました。

12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、history hours-of-statistics-keptコマンドに置き換えら
れました。

12.2(33)SB

このコマンドが、history hours-of-statistics-keptコマンドに置き換えら
れました。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン 時間数が指定した値を超えると、統計情報テーブルがラップされます（つまり、最も古い情報が

新しい情報で置き換えられます）。

IP SLAインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）パスエコー動作の場合、配信統計情
報テーブルを維持するために必要なルータのメモリ量は、次の 4つのコマンドによって設定され
た値をすべて掛け合わせた値に基づきます。

• distributions-of-statistics-kept

• hops-of-statistics-kept

• paths-of-statistics-kept

• hours-of-statistics-kept

ICMPパスエコー動作の配信統計情報テーブルを維持するために必要なメモリ量の計算に使用す
る一般的な式は次のとおりです。メモリ割り当て量= (160バイト) * (distributions-of-statistics-kept
size) * (hops-of-statistics-kept size) * (paths-of-statistics-kept size) * (hours-of-statistics-kept hours)

ルータのメモリに重大な影響を与えないようにするために、distributions-of-statistics-kept、
hops-of-statistics-kept、paths-of-statistics-kept、および hours-of-statistics-keptの各コマンドの
設定は慎重に行ってください。

（注）
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動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコ
ル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）
を設定する必要があります。

（注）

___________________
例 次に、IP SLA ICMPパスエコー動作 2で統計情報を 3時間保持する例を示します。

ip sla monitor 2
type pathecho protocol ipIcmpEcho 172.16.1.177
hours-of-statistics-kept 3
!
ip sla monitor schedule 2 life forever start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に維持する統計情
報の配信数（ホップ単位）を設定します。

distributions-of-statistics-kept

IP SLA動作の統計情報を保持するホップカウ
ント（パス単位）を設定します。

hops-of-statistics-kept

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IPSLA動作の統計情報を保持するパス数（時間
単位）を設定します。

paths-of-statistics-kept

IPSLA動作で維持する各統計情報の配信間隔を
設定します。

statistics-distribution-interval
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hours-of-statistics-kept（LSP ディスカバリ）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ラベルスイッチドパス（LSP）ヘルスモニタ動作の
LSPディスカバリグループの統計情報を保持する時間数を設定するには、自動 IP SLAマルチプ
ロトコルラベルスイッチング（MPLS）LSPディスカバリパラメータコンフィギュレーション
モードでhours-of-statistics-keptコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

hours-of-statistics-kept hours

no hours-of-statistics-kept

___________________
構文の説明

統計情報を保持する時間数。デフォルトは2で
す。

hours

___________________
コマンドデフォルト 2時間

___________________
コマンドモード 自動 IP SLA MPLS LSPディスカバリパラメータコンフィギュレーション

（config-auto-ip-sla-mpls-lpd-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されま
した。

12.2(33)SRB

___________________
使用上のガイドライン LSPディスカバリグループの統計情報は 1時間ごとに配信されます。単一の LSPヘルスモニタ

動作のLSPディスカバリグループ数はきわめて多くなる場合があるため、グループの統計情報の
収集は最大で 2時間に制限されています。 number引数をゼロに設定した場合は、LSPディスカバ
リグループの統計情報が保持されません。

IP SLA LSPヘルスモニタ動作に対して LSPディスカバリオプションをイネーブルにし、自動 IP
SLA MPLS LSPディスカバリパラメータコンフィギュレーションモードに移行するには、
path-discoverコマンドを使用します。
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___________________
例 次に、LSPヘルスモニタを使用する動作パラメータ、予防的しきい値モニタリング、およびスケ

ジューリングオプションを設定する例を示します。この例では、LSPヘルスモニタ動作 1に対
して LSPディスカバリオプションがイネーブルになっています。動作 1は、送信元のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに関連付けられたすべての VPNルーティング/転送（VRF）インスタン
スで使用中のすべてのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネクストホップネイバーに対
する等コストマルチパスの IP SLA LSP ping動作を自動的に作成するように設定されます。 LSP
ディスカバリグループの統計情報は 1時間ごとに収集されます。

auto ip sla mpls-lsp-monitor 1
type echo ipsla-vrf-all
path-discover
!
maximum-sessions 2
session-timeout 60
interval 2
timeout 4
force-explicit-null
hours-of-statistics-kept 1
scan-period 30
!
auto ip sla mpls-lsp-monitor schedule 1 schedule-period 60 frequency 100 start-time now
!
auto ip sla mpls-lsp-monitor reaction-configuration 1 react lpd tree-trace action-type
trapOnly
auto ip sla mpls-lsp-monitor reaction-configuration 1 react lpd lpd-group retry 3 action-type
trapOnly

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLALSPヘルスモニタ動作の設定を開始し、
自動 IPSLAMPLSコンフィギュレーションモー
ドに移行します。

auto ip sla mpls-lsp-monitor

IPSLALSPヘルスモニタ動作に対してLSPディ
スカバリオプションをイネーブルにし、自動

IP SLA MPLS LSPディスカバリパラメータコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

path-discover
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http（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）HTTP動作を設定するには、IP SLAコンフィギュレー
ションモードで httpコマンドを使用します。

http {get| raw} url [name-server ip-address] [version version-number] [source-ip {ip-address| hostname}]
[source-port port-number] [cache {enable| disable}] [proxy proxy-url]

___________________
構文の説明 HTTP GET動作を指定します。get

HTTP RAW動作を指定します。raw

宛先 HTTPサーバの URL。url

（任意）ドメインネームシステム（DNS）サー
バの宛先 IPアドレスを指定します。

name-server ip-address

（任意）バージョン番号を指定します。version version-number

（任意）送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定します。送信元 IPアドレスまたはホスト
名が指定されていない場合、IPSLAでは、宛先
に最も近い IPアドレスが選択されます。

source-ip {ip-address | hostname}

（任意）送信元ポートの番号を指定します。

ポート番号を指定しない場合、IPSLAは利用可
能なポートを選択します。

source-port port-number

（任意）キャッシュされたHTTPページのダウ
ンロードをイネーブルまたはディセーブルにし

ます。

cache enable | disable

（任意）プロキシ情報または URLを指定しま
す。

proxy proxy-url

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type http operationコマンドが、こ
のコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
type http operationコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
type http operationコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
type http operationコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPv6アドレスのサポートが追加さ
れました。

15.2(3)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.7Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.7S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン IP SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前には、IP SLA動作のタイプ（ユーザデー

タグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）
エコーなど）を設定する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最
初に IP SLA動作を削除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新
しい動作タイプで動作を再設定する必要があります。

___________________
例 次の例では、IP SLA HTTP動作 6が HTTP RAW動作として設定されています。 HTTPサーバの宛

先 URLは http://www.cisco.comです。

ip sla 6
http raw http://www.cisco.com
http-raw-request
GET /index.html HTTP/1.0\r\n
\r\n
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!
ip sla schedule 6 start-time now

次の例では、IP SLA HTTP動作 7が HTTP GET動作として設定されています。 HTTPサーバの宛
先 URLは 2001:10:10:10::3です。

ip sla 7
http get http://2001:10:10:10::3
http-get-request
GET /index.html HTTP/1.0\r\n
\r\n
!
ip sla schedule 7 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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http-raw-request
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）動作の GET
要求のオプションを明示的に指定するには、IPSLAコンフィギュレーションモードまたは IPSLA
モニタコンフィギュレーションモードの適切なサブモードで http-raw-requestコマンドを使用し
ます。

http-raw-request

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト GET要求のオプションは指定されません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

IP SLAモニタコンフィギュレーション

HTTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-http）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン HTTP要求のコンテンツを明示的に指定するには、http-raw-requestコマンドを使用します。HTTP

バージョン 1.0のコマンドは、http-raw-requestコマンドを入力したあとで使用します。

type http operation getコマンドを使用すると、IP SLAによって HTTP要求のコンテンツが指定さ
れます。 IP SLAは、HTTP要求の送信、その応答の受信、およびラウンドトリップ時間（RTT）
の統計情報（返されたページのサイズなど）の報告を行います。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定
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IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。動作の他のパラメータを設定する前に、IPSLA動作のタイ
プ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプ
ロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

http-raw-requestコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOSリリース（下
表を参照）および設定されている動作タイプによって異なります。たとえば、Cisco IOS Release
12.4が実行中で、HTTP動作タイプが設定されている場合は、IP SLAモニタコンフィギュレー
ションモード内の HTTPコンフィギュレーションモード（config-sla-monitor-http）で
http-raw-requestコマンドを入力します。

表 3：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

___________________
例 次の例では、IP SLA動作 6が作成され、HTTP動作として設定されています。 HTTPGETコマン

ドが明示的に指定されています。 IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマン
ドは、実行中の Cisco IOSリリース（下表を参照）によって異なることに注意してください。

___________________
例

ip sla 6
http raw http://www.cisco.com
http-raw-request
GET /index.html HTTP/1.0\r\n
\r\n
!
ip sla schedule 6 start-time now

___________________
例

ip sla monitor 6
type http operation raw url http://www.cisco.com
http-raw-request
GET /index.html HTTP/1.0\r\n
\r\n
!
ip sla monitor schedule 6 start-time now
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLAコンフィギュレーションモードのHTTP
IP SLA動作を設定します。

http（IP SLA）

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IP SLAモニタコンフィギュレーションモード
の HTTP IP SLA動作を設定します。

type http operation
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icmp-echo
IPサービスレベル契約（SLA）インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコー動作
を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで icmp-echoコマンドを使用します。

icmp-echo {destination-ip-address| destination-hostname} [source-ip {ip-address| hostname}| source-interface
interface-name]

___________________
構文の説明

宛先 IPv4または IPv6アドレスあるいはホスト
名。

destination-ip-address | destination-hostname

（任意）送信元 IPv4または IPv6アドレスある
いはホスト名を指定します。送信元 IPアドレ
スまたはホスト名が指定されていない場合、IP
SLAでは、宛先に最も近い IPアドレスが選択
されます。

source-ip {ip-address | hostname}

（任意）動作の送信元インターフェイスを指定

します。

source-interface interface-name

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type echo protocol ipIcmpEchoコマン
ドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。 type
echo protocol ipIcmpEchoコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。

12.2(33)SRB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.2(33)SRC
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 type
echo protocol ipIcmpEchoコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。

IPv6アドレスのサポートが追加されました。

12.2(33)SB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 type
echo protocol ipIcmpEchoコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。 source-interfaceキーワードはサポートされません。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン ICMPエコー動作のデフォルトの要求パケットデータサイズは、28バイトです。この値を変更す

るには、request-data-sizeコマンドを使用します。このデータサイズは、ICMPパケットのペイ
ロード部分で、64バイトの IPパケットになります。

動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッターまたは ICMPエコーなど）を設定する必要があります。既存の IP SLA動作の
動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削除し（no ip slaグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作を再設定する必要があります。

IP SLA ICMPエコー動作は、IPv4および IPv6両方のアドレスをサポートします。

___________________
例 次の例では、IP SLA動作 10が作成され、ICMPプロトコルと宛先 IPv4アドレス 172.16.1.175を使

用するエコー動作として設定されます。

ip sla 10
icmp-echo 172.16.1.175
!
ip sla schedule 10 start-time now

次の例では、IP SLA動作 11が作成され、ICMPプロトコルと宛先 IPv6アドレス 2001:DB8:100::1
を使用するエコー動作として設定されます。

ip sla 11
icmp-echo 2001:DB8:100::1
!
ip sla schedule 11 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor
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icmp-jitter
IPサービスレベル契約（SLA）インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）ジッター動
作を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで icmp-jitterコマンドを使用します。

icmp-jitter {destination-ip-address| destination-hostname} [interval milliseconds] [num-packets
packet-number] [source-ip {ip-address| hostname}]

___________________
構文の説明

宛先 IPアドレスまたはホスト名。destination-ip-address | destination-hostname

（任意）パケット間の間隔（ミリ秒単位）を指

定します。デフォルトの値は 20 msです。
interval milliseconds

（任意）各動作で送信されるパケット数を指定

します。デフォルト値は、1動作につき 10パ
ケットです。

num-packets packet-number

（任意）送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定します。送信元 IPアドレスまたはホスト
名が指定されていない場合、IPSLAでは、宛先
に最も近い IPアドレスが選択されます。

source-ip {ip-address | hostname}

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されまし
た。

12.0(32)SY

___________________
使用上のガイドライン 動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル

（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
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除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

___________________
例 次に、IP SLA ICMPジッター動作を設定する例を示します。

ip sla 1
icmp-jitter 172.18.1.129 interval 40 num-packets 100 source-ip 10.1.2.34
frequency 50
!
ip sla reaction-configuration 1 react jitterAvg threshold-value 5 2 action-type trap
threshold-type immediate
!
ip sla schedule 1 start-time now life forever

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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ip sla
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の設定を開始し、IP SLAコンフィギュレーション
モードに移行するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip slaコマンドを使用しま
す。動作のスケジュール、応答設定、および応答トリガーなど、動作の設定情報をすべて削除す

るには、このコマンドの no形式を使用します。

ip sla operation-number

no ip sla operation-number

___________________
構文の説明

設定する IP SLA動作の識別に使用する動作番
号。

operation-number

___________________
コマンドデフォルト IP SLA動作は設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip sla monitorコマンドが、このコ
マンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
rtrコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip
sla monitorコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
ip sla monitorコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.3SG
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___________________
使用上のガイドライン ip slaコマンドは、IP SLA動作の設定を開始するために使用されます。設定する動作の識別番号

を指定するには、このコマンドを使用します。このコマンドを入力すると、ルータは IP SLAコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip slaコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。 IPv6アドレスをサポートする IP SLA
動作を設定しているときに、このコマンドを使用することもできます。

IP SLAでは、最大で 2000の動作が許可されます。

デバッグは、先頭から 32までの動作番号でのみサポートされます。

動作の設定後に、動作をスケジューリングする必要があります。動作のスケジューリングについ

ては、ip sla scheduleおよび ip sla group scheduleグローバルコンフィギュレーションコマンドを
参照してください。動作の応答トリガーを任意で設定することもできます。応答トリガーについ

ては、ip sla reaction-configurationおよび ip sla reaction-triggerグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを参照してください。

既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削除し（no ip slaを使
用）、新しい動作タイプで動作を再設定する必要があります。

動作をスケジューリングしたら、動作の設定は変更できません。スケジューリング後に動作

の設定を変更するには、最初に IP SLA動作を削除し（no ip slaコマンドを使用）、新しい動
作パラメータで動作を再設定します。

（注）

動作の現在の設定を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip sla
configurationコマンドを使用します。

___________________
例 次の例では、動作 99が、IPv4ネットワークの UDPジッター動作として設定され、5時間以内に

実行が開始されるようにスケジューリングされます。この例では、ip slaコマンドが IPv4ネット
ワークで使用されています。

ip sla 99
udp-jitter 172.29.139.134 dest-port 5000 num-packets 20
!
ip sla schedule 99 life 300 start-time after 00:05:00

動作 99がすでに存在し、スケジューリングされていない場合、動作 99のコマンドラインイ
ンターフェイスは、IP SLAコンフィギュレーションモードに移行します。動作がすでに存在
し、スケジューリングされている場合、このコマンドは失敗します。

（注）
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

複数の IP SLA動作のグループスケジューリン
グパラメータを設定します。

ip sla group schedule

IPSLAの制御下のイベントに基づいて発生する
特定のアクションを設定します。

ip sla reaction-configuration

トリガーアクションタイプのオプションのい

ずれかが、ip sla reaction-configurationコマンド
で定義されている場合に、保留状態からアク

ティブな状態へ移行するように2番目の IPSLA
動作を定義します。

ip sla reaction-trigger

単一の IPSLA動作のスケジューリングパラメー
タを設定します。

ip sla schedule

IPSLAのすべての動作または指定した動作のす
べてのデフォルトなどの設定値を表示します。

show ip sla configuration

IPSLAのすべての動作または指定した動作の現
在の動作ステータスおよび統計情報を表示しま

す。

show ip sla statistics

IPSLAのすべての動作または指定した動作の集
約された統計エラーおよび分散情報を表示しま

す。

show ip sla statistics aggregated
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ip sla group schedule
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の複数動作スケジューリングを実行するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで ip sla group scheduleコマンドを使用します。複数動
作スケジュールに属するすべての IPSLA動作が非アクティブになるようにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

ip sla group schedule group-id {operation-ids| add operation-ids| delete operation-ids| reschedule}
schedule-period seconds [ageout seconds] [frequency [seconds| range random-frequency-range]] [life
{forever| seconds}] [start-time {hh : mm [: ss] [month day| day month]| pending| now| after hh : mm : ss|
random milliseconds}]

no ip sla group schedule group-id

___________________
構文の説明

スケジューリングされる IP SLA動作のグルー
プの識別番号。指定できる範囲は 0～ 65535で
す。

group-id

新しい複数動作スケジュールに含まれる、1つ
以上の IPSLA動作の識別（ID）番号のリスト。
この引数の長さは最大 125文字です。

動作 ID番号の範囲をハイフンを使用して指定
します。個々の ID番号と ID番号の範囲は、カ
ンマで区切られます。たとえば、動作 ID番号
のリストは、次のいずれかの方法で入力しま

す。

• 2, 3, 4, 9, 20

• 10-20, 30-35, 60-70

• 2, 3, 4, 90-100, 105-115

Cisco IOS Release 15.2(4)T以降のリリースおよ
び Cisco IOS Release 15.1(1)T：単一の動作 IDは
この引数の有効なオプションです。

operation-ids

既存の複数動作スケジュールに追加される 1つ
以上の IP SLA動作の ID番号を指定します。

add operation-ids

既存の複数動作スケジュールから削除される 1
つ以上の IP SLA動作の ID番号を指定します。

delete operation-ids
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動作の数とスケジュール期間に基づいて複数動

作スケジュール内の各 IP SLA動作の開始時間
を再計算します。このキーワードは、動作が既

存の複数動作スケジュールに追加された後、ま

たは既存の複数動作スケジュールから削除され

た後に使用します。

reschedule

IPSLA動作のグループがスケジューリングされ
ている時間（秒単位）を指定します。値の範囲

は 1～ 604800です。

schedule-period seconds

（任意）情報をアクティブに収集していないと

きに、メモリ内に IP SLA動作を維持する秒数
を指定します。デフォルトは 0（期限切れしな
い）です。

ageout seconds

（任意）各 IP SLA動作が再開されるまでの秒
数を指定します。複数動作スケジュールに属す

るすべての動作の頻度が上書きされて、指定さ

れた頻度に設定されます。値の範囲は 1～
604800です。

デフォルトの頻度は、スケジュール

期間に指定された値です。

（注）

frequency seconds

（任意）ランダムスケジューラオプションを

イネーブルにします。詳細については、「使用

上のガイドライン」の項を参照してください。

ランダムスケジューラオプションは、デフォ

ルトではディセーブルです。

複数動作スケジュール内の IP SLA動作が再開
される頻度が、指定された頻度の範囲（秒単

位）内でランダムに選択されます。頻度の範囲

の下限値と上限値はハイフンで分けられます

（例：80-100）。

frequency range random-frequency-range

（任意）IPSLA動作が無制限に実行されるよう
にスケジューリングします。

life forever

（任意）IPSLA動作が情報をアクティブに収集
する秒数を指定します。デフォルトは 3600（1
時間）です。

life seconds
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（任意）IPSLA動作のグループが情報の収集を
開始する時間を指定します。 start-timeが指定
されていない場合、start-timeが設定されるか、
start-time nowを実行するトリガーが発生する
まで、情報は収集されません。

start-time

（任意）時間、分、および（任意で）秒を使用

して、複数動作スケジュールの絶対開始時間を

指定します。 24時間制を使用します。たとえ
ば、start-time 01:02は「午前 1時 2分の開始」
を表し、start-time 13:01:30は「午後 1時 1分
30秒の開始」を表します。monthおよび dayを
指定しない限り、現在の日付が使用されます。

hh : mm [: ss]

（任意）複数動作スケジュールを開始する月の

名前を指定します。月を指定しない場合、現在

の月が使用されます。この引数を使用する場合

は、日を指定する必要があります。月を指定す

るには、完全な英語名を使用するか、月の名前

の先頭から 3文字を使用します。

month

（任意）複数動作スケジュールを開始する日（1
～ 31）を指定します。日を指定しない場合、
現在の日が使用されます。この引数を使用する

場合は、月を指定する必要があります。

day

（任意）情報は収集されていないことを示しま

す。 768ビットは、デフォルト値です。
pending

（任意）複数動作スケジュールをただちに開始

することを示します。

now

（任意）このコマンドを入力してから hh時間
mm分 ss秒後に複数動作スケジュールを開始す
ることを示します。

after hh : mm : ss

（任意）現在時刻に乱数（ミリ秒）（0から指
定した値の範囲）を追加します。その時間の経

過後に動作を開始します。範囲は 0～ 10000で
す。

random milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 複数動作スケジュールが保留状態になります（つまり、IP SLA動作のグループはイネーブルで

も、情報はアクティブに収集されません）。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
73

I ～ R
ip sla group schedule



___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip sla monitor group scheduleコマンド
が、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

次の引数とキーワードが追加されました。

• add operation-ids

• delete operation-ids

• reschedule

12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。 rtr
group scheduleコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

rangeキーワードと random-frequency-range引数が追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip sla
monitorgroupscheduleコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

rangeキーワードと random-frequency-range引数が追加されました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。 ip sla
monitorgroupscheduleコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

rangeキーワードと random-frequency-range引数が追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE

このコマンドが変更されました。単一の動作をスケジューリングするた

めの対応が追加されました。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。ランダムスケジューラでは、

enhanced-historyが設定された IP SLAプローブはスケジュールされませ
ん。固定頻度の複数動作スケジューラでは、enhanced-history intervalがス
ケジューラの頻度の倍数でない場合、拡張履歴が設定された IPSLAプロー
ブはスケジュールされません。

15.1(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。単一の動作をスケジューリングするた

めの対応が追加されました。

15.2(4)T
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。randomキーワードが、ランダムな開始
時刻を設定するために追加されました。

15.3(1)T

IP SLA複数動作スケジューリング機能は、何千という動作のスケジューリングには役に立ちます
が、CPUに重大な影響を与えないように、動作の数、スケジュール期間、頻度を指定する場合は
注意が必要です。

たとえば、60秒のスケジュール期間に 1～ 780の動作をスケジューリングするシナリオについて
考えてみます。コマンドは次のようになります。

ip sla group schedule 2 1-780 schedule-period 60 start-time now

IP SLAでは、動作の数をスケジュール期間で割って 1秒間に開始される動作の数を計算します
（780の動作を 60秒で割ると、1秒あたりの動作は 13動作になります）。複数動作グループ 2
の動作 1～ 13は 0秒後に開始され、動作 14～ 26は 1秒後に開始され、動作 27～ 40は 2秒後に
開始されるというように、動作 768～ 780が 59秒後に開始されるまで繰り返し続きます。この
ように 1秒ごとに動作が開始される高い値の場合（特にジッター動作の場合）、CPUの負荷が非
常に高い値になる可能性があります。

Cisco 2600ルータの場合、1秒あたりの動作の最大推奨値は 6または 7（1分あたりおよそ 350～
400動作）です。この 1秒あたり 6または 7動作の値を超えると、パフォーマンス（CPU）に大
きな影響を与える可能性があります。1秒あたりの動作の最大推奨値は、プラットフォームによっ
て異なることに注意してください。

IPSLAの複数動作のスケジューリングによって、1秒に開始される動作の数が高い値になって
も、警告メッセージは表示されません。

（注）

ルータをリブートすると、IP SLA複数動作スケジューリング機能は、リブート前に実行されたの
と同じ順序で動作をスケジューリングします。たとえば、次の動作がスケジューリングされてい

るとします。

ip sla group schedule 2 1-20 schedule-period 40 start-time now

40秒の範囲を超えると、20の動作（2秒あたり 1動作）が開始される必要があります。システム
のリブート後、動作 1は t秒で開始され、動作 2は t +2秒で開始され、動作 3は t +4秒で開始さ
れるというように続きます。

IP SLA複数動作スケジューリング機能では、中断なしで実行できる最大動作数をスケジューリン
グします。ただし、この機能は、すでに実行されている IP SLA動作や、設定されていないため
存在しない動作はスキップします。動作の総数は、不明またはすでに実行されている動作の数に

関係なく、コマンドで指定された動作の数に基づいて計算されます。 IPSLA複数動作スケジュー
リング機能では、アクティブな動作および不明な動作の数を示すメッセージが表示されます。た

だし、これらのメッセージが表示されるのは、設定されていないまたはすでに実行されている動

作をスケジューリングした場合だけです。
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動作のスケジュールされた開始時刻をランダムに選択するには、randomキーワードと start-time
キーワードを一緒に使用します。 0から指定された値の範囲の乱数（ミリ秒）を現在時刻に追加
して、開始時刻が定義されます。ランダムな開始時刻に対して指定される値は、動作の最初の実

行時だけに適用され、その後に通常の頻度ルールが適用されます。

Cisco IOS Release 15.2(4)T以降のリリースおよび Cisco IOS Release 15.1(1)Tでは、単一の動作 ID
は operation-ids引数の有効なオプションです。Cisco IOS Release 15.1(1)Tよりも前のリリース、お
よび Cisco IOS Release 15.1(1)Tから 15.2(4)Tまでのリリースでは、operation-ids引数の有効なオプ
ションが IDのリスト（id,id,id）、ID範囲（id-id）、またはリストと範囲の組み合わせであるた
め、ip sla group scheduleコマンドは単一の動作をスケジューリングするために使用しませんでし
た。このコマンドを使用して、単一の動作をスケジューリングしようとすると、次のメッセージ

が表示されていました。

Router(config)# sla group schedule 1 1 schedule-period 5 start-time now
%Group Scheduler: probe list wrong syntax
%Group schedule string of probe ID's incorrect

Cisco IOS Release 15.1(4)Mよりも前のリリースでは、history enhancedコマンドを含む IP SLAプ
ローブが複数動作スケジューラに追加され、enhanced-history intervalがスケジューラの頻度の倍数
でない場合、enhanced-history intervalは上書きされ、スケジューラの頻度の倍数に設定されていま
した。

Cisco IOS Release 15.1(4)M以降のリリースでは、history enhancedコマンドを含む IP SLAプロー
ブが複数動作スケジューラに追加され、enhanced-history intervalがスケジューラの頻度の倍数でな
い場合、プローブはスケジューリングされず、次のメッセージが表示されます。

Warning, some probes not scheduled because they have Enhanced History Interval which not
multiple of group frequency.

___________________
IP SLAランダムスケジューラオプションでは、複数の IP SLA動作を、指定された期間にランダ
ムな間隔で開始されるようにスケジューリングできます。ランダムスケジューラオプションは、

デフォルトではディセーブルです。ランダムスケジューラオプションをイネーブルにするには、

frequency range random-frequency-rangeキーワードおよび引数を設定する必要があります。複数
動作スケジュール内の動作は、指定された頻度範囲内の均一に分散されたランダムな頻度で再開

されます。頻度の範囲を設定する場合は、次のガイドラインが適用されます。

•頻度の範囲の開始値は、複数動作スケジュールのすべての動作のタイムアウト値よりも大き
い値にする必要があります。

•頻度の範囲の開始値は、スケジュール期間（動作のグループがスケジューリングされる時
間）よりも大きい値にする必要があります。このガイドラインを順守することで、同じ動作

が、スケジュール期間内に複数回スケジューリングされることがなくなります。

ランダムスケジューラオプションがイネーブルである場合は、次のガイドラインが適用されま

す。

•複数動作スケジュールの個々の動作は、均一に分散されて、スケジュール期間にランダムな
間隔で開始されます。

•複数動作スケジュール内の動作は、指定された頻度範囲内の均一に分散されたランダムな頻
度で再開されます。
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•複数動作スケジュールの各動作の開始の最小間隔は、100ミリ秒（0.1秒）です。ランダム
スケジューラオプションがディセーブルの場合、最小間隔は 1秒です。

•特定の時間に開始されるようにスケジューリングできるのは、1つの動作だけです。ランダ
ムスケジューラオプションがディセーブルの場合、複数の動作を同じ時間に開始できます。

•最初の動作は常にスケジュール期間の 0ミリ秒に開始されます。

•複数動作スケジュールの各動作が開始される順序はランダムです。

• Cisco IOSRelease 15.1(4)Mよりも前のリリースでは、history enhancedコマンドを含む IP SLA
プローブがランダムスケジューラに追加された場合、プローブがスケジューリングされた

り、されなかったりします。

• Cisco IOS Release 15.1(4)M以降のリリースでは、history enhancedコマンドを含む IP SLAプ
ローブがリモートスケジューラに追加された場合、プローブはスケジューリングされず、次

のメッセージが表示されます。

Warning, some probes not scheduled because they have Enhanced History configured.

___________________
IP SLA動作が既存の複数動作スケジュールに追加される場合、またはスケジュールから削除され
る場合は、次のガイドラインが適用されます。

•すでに複数動作スケジュールに属している動作が追加された場合、アクションは実行されま
せん。

•複数動作スケジュールの開始後に 2つ以上の動作が追加された場合、新しく追加された動作
の開始時間は、新しい動作を追加する前に計算された間隔に基づいて均一に分散されます。

複数動作スケジュールが開始される前に 2つ以上の動作が追加された場合は、既存の動作と
新たに追加された動作の両方に基づいて間隔が再計算されます。

•動作が、ランダムスケジュールオプションがイネーブルな複数動作スケジュールに追加さ
れると、新たに追加された動作の開始時間と頻度は、指定されたパラメータ内でランダムに

選択されます。

•既存の動作が期限切れしたり、既存の動作のライフタイムが終了した複数動作スケジュール
に動作が追加された場合、新たに追加された動作が開始され、複数動作スケジュールで指定

された時間の間はアクティブのままになります。

•アクティブな動作が削除されると、動作は情報の収集を停止し、非アクティブになります。

•動作が追加または削除された後に ip sla group schedule group-id rescheduleコマンドが入力さ
れると、動作の開始時間の間隔が、複数動作スケジュールに属する新しい動作数に基づいて

再計算されます。

___________________
例 次に、IP SLA動作 3、4、および 6～ 10（グループ 1として指定）を、複数動作スケジューリン

グを使用してスケジューリングする例を示します。この例では、動作は、20秒のスケジュール期
間に均等間隔で開始されるようにスケジューリングされます。最初の動作（または動作のセッ
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ト）は、ただちに開始されるようにスケジューリングされます。頻度は指定されていないため、

頻度はデフォルトでスケジュール期間の値（20秒）に設定されます。

ip sla group schedule 1 3, 4, 6-10 schedule-period 20 start-time now

次に、IP SLA動作 1～ 3（グループ 2として指定）を、ランダムスケジューラオプションを使用
してスケジューリングする例を示します。この例では、動作は、50秒のスケジュール期間にラン
ダムな間隔で開始されるようにスケジューリングされます。最初の動作は、ただちに開始される

ようにスケジューリングされます。各動作が再開される頻度は、80～ 100秒の範囲内でランダム
に選択されます。

ip sla group schedule 2 1-3 schedule-period 50 frequency range 80-100 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

単一の IPSLA動作のスケジューリングパラメー
タを設定します。

ip sla schedule

IP SLA動作の設定の詳細を表示します。show ip sla configuration

IP SLA動作のグループスケジューリングの詳
細を表示します。

show ip sla group schedule
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ip sla logging traps
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）トラップ通知に固有の簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）システムロギングメッセージの生成をイネーブルにするには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで ip sla logging trapsコマンドを使用します。 IP SLAシステムロギングの
SNMPトラップをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip sla logging traps

no ip sla logging traps

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト IP SLAトラップ通知に固有の SNMPシステムロギングメッセージは生成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip sla monitor logging trapsコマン
ドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
rtr logging trapsコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip
slamonitor logging trapsコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 ip
slamonitor logging trapsコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG
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___________________
使用上のガイドライン IP SLAの SNMPトラップ通知はトリガーされたアクションとして設定でき、監視対象の値が上限

しきい値を超えた場合、または下限しきい値を下回った場合、あるいは、定義された一連の条件

が満たされた場合に送信されます。たとえば、SNMPトラップは、IP SLA動作中の連続する 5回
のタイムアウトによってトリガーできます。 SNMPトラップの送信は、IP SLAしきい値違反に設
定できるトリガーされるアクションのオプションの 1つです。 IP SLA動作の予防的しきい値モニ
タリングパラメータを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip sla
reaction-configurationコマンドを使用します。

IP SLAの SNMPトラップは、CISCO-RTTMON-MIBおよび CISCO-SYSLOG-MIBでサポートされ
ます。 IP SLA SNMPトラップ通知の送信をイネーブルにするには、snmp-server enable traps rtr
コマンドを使用します。

___________________
例 次に、ラウンドトリップ時間（RTT）の違反および Voice over IP（VoIP）の平均オピニオン評点

（MOS）の違反でトリガーされる IP SLAトラップの設定と、これらの SNMPロギングトラップ
をイネーブルにするために必要な SNMP設定の例を示します。

ip sla 1
udp-jitter 209.165.200.225 dest-port 9234
!
ip sla schedule 1 start now life forever
ip sla reaction-configuration 1 react rtt threshold-type immediate threshold-value 3000
2000 action-type trapOnly
ip sla reaction-configuration 1 react MOS threshold-type consecutive 4 threshold-value 390
220 action-type trapOnly
!
ip sla logging traps
snmp-server enable traps rtr

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLAの動作の予防的しきい値モニタリングの
パラメータを設定します。

ip sla reaction-configuration

システムメッセージロギングをグローバルに

制御（イネーブルまたはディセーブル）しま

す。

logging on
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ip sla low-memory
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）の設定を許可するために使用可能にする必要がある未使
用のメモリの量を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip sla low-memory
コマンドを使用します。動作のタイプの設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

ip sla low-memory bytes

no ip sla low-memory

___________________
構文の説明 IPSLAを設定するために使用可能にする必要が

あるメモリの量（バイト単位）を指定します。

範囲は、0～使用できる空きメモリの最大量で
す。

bytes

___________________
コマンドデフォルト メモリのデフォルトの量は、システムで使用できるメモリの 25%です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip sla monitor low-memoryコマンド
が、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。 rtr
low-memoryコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SBに統合されました。 ip sla
monitor low-memoryコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。 ip
sla monitor low-memoryコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE
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___________________
使用上のガイドライン ip sla low-memoryコマンドでは、IP SLAで使用できるメモリの量を指定できます。使用できる空

きメモリの量が、ip sla low-memoryコマンドで指定された値を下回ると、IP SLAでは、新しい動
作を設定できません。このコマンドが使用されない場合、デフォルトの low-memory値は 25%に
なります。つまり、システムメモリの 75%が利用されている場合、IP SLAのどの特性も設定で
きません。

ip sla low-memoryコマンドの値は、システムで使用できる空きメモリの量を上回ることはできま
せん。システムで使用できる空きメモリの量を確認するには、showmemoryユーザEXECまたは
特権 EXECコマンドを使用します。

___________________
例 次の例では、少なくとも 2 MBのメモリが IP SLA設定用に開放されるように、ルータを設定しま

す。

ip sla low-memory 2097152

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

空きメモリプール統計情報を含む、メモリに関

する統計情報を表示します。

show memory
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ip sla reaction-trigger
トリガーアクションタイプのオプションのいずれかが ip sla reaction-configurationコマンドで定
義されている場合に、保留状態からアクティブな状態へ移行する 2番目の Cisco IOS IPサービス
レベル契約（SLA）動作を定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip sla
reaction-triggerコマンドを使用します。トリガーの組み合わせを削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

ip sla reaction-trigger operation-number target-operation

no ip sla reaction-trigger operation

___________________
構文の説明

トリガーアクションタイプが定義される動作

の番号（ip sla reaction-configurationグローバル
コンフィギュレーションコマンドを使用）。

operation-number

アクティブな状態にトリガーされる動作の番

号。

target-operation

___________________
コマンドデフォルト トリガーの組み合わせは定義されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip sla monitor reaction-triggerコマ
ンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
rtr reaction-triggerコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip
slamonitor reaction-triggerコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 ip
slamonitor reaction-triggerコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

___________________
使用上のガイドライン トリガーは通常、診断目的で使用され、通常の動作状況では使用されません。

___________________
例 次の例では、IP SLA動作 2に対してトリガーアクションタイプが定義されています。動作 2が

統計情報をアクティブに収集している間に、ユーザが指定したしきい値違反イベントが発生する

と、IP SLA動作 1の動作状態がトリガーされて、保留からアクティブに変更されます。

ip sla reaction-trigger 2 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IPSLAの制御下のイベントに基づいて発生する
特定のアクションを設定します。

ip sla reaction-configuration

IP SLA動作の時間パラメータを設定します。ip sla schedule
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ip sla reset
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）エンジンのシャットダウンと再起動を実行するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで ip sla resetコマンドを使用します。

ip sla reset

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip sla monitor resetコマンドが、この
コマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。 rtr
resetコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip
sla monitor resetコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。 ip
sla monitor resetコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE

___________________
使用上のガイドライン ip sla resetコマンドは、IP SLA動作をすべて停止し、IP SLAコンフィギュレーション情報をクリ

アして、IP SLA機能をスタートアップ状態に戻します。このコマンドは、NVRAM（不揮発性
RAM）のスタートアップコンフィギュレーションに保存されている IP SLA設定を再読み込みし
ません。設定を再入力するか、以前に保存された設定ファイルを読み込む必要があります。
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ip sla resetコマンドは、IP SLAラベルスイッチドパス（LSP）ヘルスモニタ設定を、実行コ
ンフィギュレーションから削除しません。LSPヘルスモニタ設定を実行コンフィギュレーショ
ンから削除するには、auto ip sla mpls-lsp-monitor resetコマンドを使用します。

（注）

ip sla resetコマンドは、多くの動作の設定が正しくない場合などの極端な状況でのみ使用して
ください。

（注）

___________________
例 次に、Cisco IOS IP SLAエンジンを再起動し、保存されている IP SLA情報および設定をすべてク

リアする例を示します。

ip sla reset

___________________
関連コマンド

説明コマンド

停止した IP SLA動作を再開します。ip sla restart
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ip sla responder
一般的な IP SLA動作に対して Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）Responderをイネーブル
にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip sla responderコマンドを使用しま
す。 IP SLA Responderをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip sla responder

no ip sla responder

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト IP SLA Responderはディセーブルになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip sla monitor responderコマンド
が、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
rtr responderコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip
sla monitor responderコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
ip sla monitor responderコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.3SG
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IP SLA動作で IP SLA制御パケットの送受信をイネーブルにするために、宛先

デバイスで使用されます。 IP SLA Responderをイネーブルにすると、IP SLA動作を送信するデバ
イスでパケット損失の統計情報を生成できます。

動作のパケットを IP SLA Responderに送信する前に、IP SLA動作は制御メッセージを IP SLA
Responderに送信して宛先ポートをイネーブルにします。

ip sla responderコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。 IPv6アドレスをサポートす
る IP SLA動作を設定しているときに、このコマンドを使用することもできます。

___________________
例 次に、IP SLA Responderをイネーブルにする例を示します。

ip sla responder

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

伝送制御プロトコル（TCP）接続動作に対して
IP SLA Responderをイネーブルにします。

ip sla responder type tcpConnect ipaddress

ユーザデータグラムプロトコル（UDP）エコー
およびジッター動作に対して IP SLA Responder
をイネーブルにします。

ip sla responder type udpEcho ipaddress
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ip sla responder udp-echo ipaddress
ユーザデータグラムプロトコル（UDP）エコーまたはジッター動作に対して Cisco IOS IPサービ
スレベル契約（SLA）Responderをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで ip sla responder udp-echo ipaddressコマンドを使用します。 IP SLAResponderをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip sla responder udp-echo ipaddress ip-address port port-number

no ip sla responder udp-echo ipaddress ip-address port port-number

___________________
構文の説明

宛先の IPアドレス。ip-address

宛先ポート番号を指定します。port port-number

___________________
コマンドデフォルト IP SLA Responderはディセーブルになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip slamonitor responder typeudpEcho
ipaddressコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

___________________
コマンド履歴

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。 rtr
responder typeudpEchoコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip sla
monitor responder type udpEcho ipaddressコマンドが、このコマンドに置
き換えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。 ip sla
monitor responder type udpEcho ipaddressコマンドが、このコマンドに置
き換えられました。

12.2(33)SXI
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IP SLA動作で、UDPエコーおよびジッター（UDP+）動作を制御できない状態

でイネーブルにするために、宛先デバイスで使用されます。

___________________
例 次に、ジッター動作に対して IP SLA Responderをイネーブルにする例を示します。

ip sla responder udp-echo ipaddress A.B.C.D port 1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

非特定の IP SLA動作に対して IP SLAResponder
をイネーブルにします。

ip sla responder
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ip sla schedule
単一の Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作のスケジューリングパラメータを設定する
には、グローバルコンフィギュレーションモードで ip sla scheduleコマンドを使用します。動作
を停止し、その動作をデフォルトの状態（保留）にするには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

ip sla schedule operation-number [life {forever| seconds}] [start-time {hh : mm [: ss] [month day| day
month]| pending| now| after hh : mm : ss| random milliseconds}] [ageout seconds] [recurring]

no ip sla schedule operation-number

___________________
構文の説明

スケジューリングする IP SLA動作の番号。operation-number

（任意）無期限に実行されるように動作をスケ

ジューリングします。

life forever

（任意）動作が情報をアクティブに収集する秒

数。デフォルトは 3600秒（1時間）です。
life seconds

（任意）動作が開始される時間。start-time

時間、分、および（任意で）秒を使用して、絶

対開始時間を指定します。 24時間制を使用し
ます。たとえば、start-time 01:02は「午前 1時
2分の開始」を表し、start-time 13:01:30は「午
後 1時 1分 30秒の開始」を表します。monthお
よび dayを指定しない限り、現在の日付が使用
されます。

hh : mm [: ss]

（任意）動作を開始する月の名前。月を指定し

ない場合、現在の月が使用されます。この引数

を使用する場合は、日を指定する必要がありま

す。月を指定するには、完全な英語名を使用す

るか、月の名前の先頭から 3文字を使用しま
す。

month

（任意）動作を開始する日（1～31）。日を指
定しない場合、現在の日が使用されます。この

引数を使用する場合は、月を指定する必要があ

ります。

day

（任意）情報は収集されません。 768ビット
は、デフォルト値です。

pending
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（任意）動作をただちに開始することを示しま

す。

now

（任意）このコマンドを入力してから hh時間
mm分 ss秒後に動作を開始することを示しま
す。

after hh : mm : ss

（任意）現在時刻に乱数（ミリ秒）（0から指
定した値の範囲）を追加します。その時間の経

過後に動作を開始します。範囲は 0～ 10000で
す。

random milliseconds

（任意）情報をアクティブに収集していないと

きに、メモリ内に動作を維持する秒数。デフォ

ルト値は 0秒（エージングアウトしない）で
す。

ageout seconds

（任意）動作が毎日、指定した時刻に自動的に

開始され、指定した時間継続されることを示し

ます。

recurring

___________________
コマンドデフォルト 動作は保留状態になります（つまり、動作はイネーブルでも、情報はアクティブに収集されませ

ん）。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 ip slamonitor scheduleコマンドが、
このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
rtr scheduleコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 ip
sla monitor scheduleコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。 ip
sla monitor scheduleコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(52)SEに統合されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。 randomキーワードが、ランダムな
開始時刻を設定するために追加されました。

15.3(1)T

___________________
使用上のガイドライン ip sla scheduleコマンドを使用して動作をスケジューリングしたら、動作の設定は変更できませ

ん。動作の設定を変更するには、ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドの no形式
を使用し、設定情報を再入力します。

動作が保留状態にある場合は、ip sla reaction-triggerおよび ip sla reaction-configurationグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドを使用して、動作が保留状態からアクティブな状態に移行す

る条件を定義できます。動作がアクティブな状態である場合は、ただちに情報の収集が開始され

ます。

動作のスケジュールされた開始時刻をランダムに選択するには、randomキーワードと start-time
キーワードを一緒に使用します。 0から指定された値の範囲の乱数（ミリ秒）を現在時刻に追加
して、開始時刻が定義されます。ランダムな開始時刻に対して指定される値は、動作の最初の実

行時だけに適用され、その後に通常の頻度ルールが適用されます。

次のタイムラインは、動作のエージングアウトプロセスを示しています。

W----------------------X----------------------Y----------------------Z

値は次のとおりです。

• Wは、動作が ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定された時間です。

• Xは、動作の開始時間またはライフの開始（動作が「アクティブ」になった時間）です。

• Yは、ip sla scheduleグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して設定されたラ
イフの終了です（ライフの秒数は 0までカウントダウンされます）。

• Zは、動作のエージングアウトです。

期限切れはWおよび Yでカウントダウンを開始し、Xと Yの間で一時停止され、Yで設定され
ているサイズにリセットされます。
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動作は、実行する前に期限切れにすることができます（つまり、Zは Xの前に実行できます）。
実行前に期限切れにならないようにするには、動作の設定時間と開始時間（XとW）の差を、期
限切れの秒数よりも短く設定します。

履歴テーブルと統計情報テーブルを保持するために必要なRAMの合計量は、IP SLA動作のス
ケジューリング時に割り当てられます。これにより、ルータに高い負荷がかかった場合にルー

タのメモリの問題を回避でき、またアクティブな IPSLA動作がルータに対して引き起こすオー
バーヘッドの量が低減されます。

（注）

recurringキーワードは、単一の IP SLA動作をスケジューリングする場合にだけサポートされま
す。 ip sla scheduleコマンドを使用して複数の IP SLA動作をスケジューリングすることはできま
せん。繰り返す IP SLA動作の life値は、1日未満になります。定期的な動作の ageout値を「な
し」（値0で指定）にするか、life値とageout値の合計を1日よりも大きくする必要があります。
recurringオプションを指定しない場合、動作は既存の通常のスケジューリングモードで開始され
ます。

ip sla scheduleコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。 IPv6アドレスをサポートす
る IP SLA動作を設定しているときに、このコマンドを使用することもできます。

___________________
例 次の例では、動作 25が 4月 5日の午後 3時にアクティブなデータ収集を開始します。この動作

は、非アクティブな状態が12時間続いた後に期限切れになります。非アクティブな状態は、動作
の開始前または動作のライフが終了した後になります。この動作が期限切れになった場合、動作

のすべての設定情報が削除されます（つまり、設定情報は、RAM内の実行コンフィギュレーショ
ンには含まれなくなります）。

ip sla schedule 25 life 43200 start-time 15:00 apr 5 ageout 43200

次の例では、動作 1が 5分の遅延後にデータ収集を開始します。

ip sla schedule 1 start-time after 00:05:00

次の例では、動作 3がただちにデータ収集を開始し、無期限に実行されるようスケジューリング
されます。

ip sla schedule 3 start-time now life forever

次の例では、動作 15が毎日午前 1時 30分にデータの自動収集を開始します。

ip sla schedule 15 start-time 01:30:00 recurring

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作のグループスケジューリングを実
行します。

ip sla group schedule
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説明コマンド

IPSLAの制御下のイベントに基づいて発生する
特定のアクションを設定します。

ip sla reaction-configuration

トリガーアクションタイプのオプションのい

ずれかが、ip sla reaction-configurationグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドで定義さ

れている場合に、保留状態からアクティブな状

態へ移行するように 2番目の IP SLA動作を定
義します。

ip sla reaction-trigger

IP SLA動作の設定の詳細を表示します。show ip sla configuration
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owner
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を設
定するには、IPSLAコンフィギュレーションモード、IPSLA自動イーサネットコンフィギュレー
ションモード、IP SLAモニタコンフィギュレーションモード、または IP SLA Y.1737コンフィ
ギュレーションモードの適切なサブモードでownerコマンドを使用します。デフォルト値に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

owner text

no owner

___________________
構文の説明 SNMPオーナーの名前。値は 0～ 255文字の

ASCII文字です。
text

___________________
コマンドデフォルト 所有者は指定されません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）
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VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

ビデオ（config-ip-sla-video）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

IP SLA自動イーサネットコンフィギュレーション

イーサネットパラメータコンフィギュレーション（config-ip-sla-ethernet-params）

IP SLAモニタコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dns）

FTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-sla-monitor-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-jitter）

VoIPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-voip）

IP SLA Y.1731コンフィギュレーション

遅延コンフィギュレーション（config-sla-y1731-delay）

損失コンフィギュレーション（config-sla-y1731-loss）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネット

パラメータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC
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変更内容リリース

次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

•イーサネットパラメータ

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネット

パラメータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネット

パラメータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPSLAコンフィギュレーションモー
ドのビデオコンフィギュレーションサブモードのサポートが追加され

ました。

12.2(58)SE

このコマンドが変更されました。 IP SLAY.1731コンフィギュレーショ
ンモードのサポートが追加されました。

15.1(2)S

IPSLAコンフィギュレーションモードのビデオコンフィギュレーショ
ンサブモードのサポートとともにこのコマンドが、Cisco IOS Release
15.2(2)Tに統合されました。

15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。マルチキャスト UDPジッターコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.4SG
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___________________
使用上のガイドライン 所有者名には、ASCII形式のネットワーク管理ステーションのトランスポートアドレス、ネット

ワーク管理ステーション名（ドメイン名）、およびネットワーク管理担当者の名前、場所、また

は電話番号のうちの 1つまたは複数が含まれます。エージェント自身が、動作の所有者になる場
合もあります。このような場合、名前は「agent」から始まります。

ownerコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6アドレスをサ
ポートする IP SLA動作が設定されている場合の IPv6ネットワークでもサポートされます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。 IP SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前に
は、IPSLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネッ
ト制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

ownerコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中のCisco IOSリリース（下表を参照）
および設定されている動作タイプによって異なります。

表 4：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI、12.2(58)SE以降の
リリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

___________________
例 次に、IP SLA ICMPエコー動作の所有者を 172.16.1.189 cwb.cisco.com User1 RTP 555-0100に設定

する例を示します。

___________________
例 次に、IPv4ネットワークにおいて IP SLAコンフィギュレーションモード内の ICMPエコーコン

フィギュレーションモードで使用されている ownerコマンドの例を示します。
Router# show ip sla configuration 1

ip sla 1
icmp-echo 172.16.1.176
owner 172.16.1.189 cwb.cisco.com User1 RTP 555-0100
!
ip sla schedule 1 life forever start-time now
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___________________
例 次に、IPv4ネットワークにおいて IPSLAモニタコンフィギュレーションモード内の ICMPエコー

コンフィギュレーションモードで使用されている ownerコマンドの例を示します。
Router# show ip sla configuration 1

ip sla monitor 1
type echo protocol ipIcmpEcho 172.16.1.176
owner 172.16.1.189 cwb.cisco.com User1 RTP 555-0100
!
ip sla monitor schedule 1 life forever start-time now

___________________
例 次に、IP SLAメトロ 3.0（ITU-T Y.1731）遅延動作で使用されている ownerコマンドの例を示し

ます。

Router# show ip sla configuration 10

IP SLAs Infrastructure Engine-III
Entry number: 10
Owner: 172.16.1.189 cwb.cisco.com User1 RTP 555-0100
Tag:
Operation timeout (milliseconds): 5000
Ethernet Y1731 Delay Operation
Frame Type: DMM
Domain: xxx
Vlan: yyy
Target Mpid: 101
Source Mpid: 100
CoS: 4

Max Delay: 5000
Request size (Padding portion): 64
Frame Interval: 1000
Clock: Not In Sync

Threshold (milliseconds): 5000
.
.
.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor
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path-echo
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）パ
スエコー動作を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで path-echoコマンドを使
用します。

path-echo {destination-ip-address| destination-hostname} [source-ip {ip-address| hostname}]

___________________
構文の説明

宛先 IPアドレスまたはホスト名。destination-ip-address | destination-hostname

（任意）送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定します。送信元 IPアドレスまたはホスト
名が指定されていない場合、IPSLAでは、宛先
に最も近い IPアドレスが選択されます。

source-ip {ip-address | hostname}

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type pathEcho protocol ipIcmpEcho
コマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
type pathEcho protocol ipIcmpEchoコマンドが、このコマンドに置き
換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
type pathEcho protocol ipIcmpEchoコマンドが、このコマンドに置き
換えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
type pathEcho protocol ipIcmpEchoコマンドが、このコマンドに置き
換えられました。

12.2(33)SXI
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 IPv6アドレスのサポートが追加さ
れました。

15.2(3)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.7Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.7S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン 動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル

（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

___________________
例 次の例では、IP SLA動作 10が IP/ICMPプロトコルと宛先 IPアドレス 172.16.1.175を使用する

ICMPパスエコー動作として設定されます。

ip sla 10
path-echo 172.16.1.175
!
ip sla schedule 10 start-time now

次の例では、IP SLA動作 1が IP/ICMPプロトコルと IPv6宛先アドレスを使用してCisco IOSRelease
15.2(3)Tの ICMPパスエコー動作として設定されています。

ip sla 1
path-echo 2001:10:10:10::3
!
ip sla schedule 10 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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path-jitter
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）パ
スジッター動作を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで path-jitterコマンド
を使用します。

path-jitter {destination-ip-address| destination-hostname} [source-ip {ip-address| hostname}] [num-packets
packet-number] [interval milliseconds] [targetOnly]

___________________
構文の説明

宛先 IPアドレスまたはホスト名。destination-ip-address | destination-hostname

（任意）送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定します。送信元 IPアドレスまたはホスト
名が指定されていない場合、IPSLAでは、宛先
に最も近い IPアドレスが選択されます。

source-ip {ip-address | hostname

（任意）各動作で送信されるパケット数を指定

します。デフォルト値は、1動作につき 10パ
ケットです。

num-packets packet-number

（任意）パケット間の間隔（ミリ秒単位）。デ

フォルトは 20です。
interval milliseconds

（任意）テストパケットを宛先だけに送信しま

す（パスはトレースされません）。

targetOnly

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作番号に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type pathJitter dest-ipaddrコマン
ドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
type pathJitter dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
type pathJitter dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
type pathJitter dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPv6アドレスのサポートが追加さ
れました。

15.2(3)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.7Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.7S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン targetOnlyキーワードを使用した場合、ICMPパスジッター動作は、宛先だけにエコーを送信し

ます（送信元から宛先へのパスはトレースされません）。

targetOnlyキーワードを使用しなかった場合、IP SLA ICMPパスジッター動作は、送信元から宛
先への「ホップバイホップ」IPパスをトレースし、そのパス上の各ホップにユーザが指定した数
のテストパケットをユーザが指定した間隔で送信します。

動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

___________________
例 次に、宛先 172.69.5.6への IPパスをトレースして各ホップに 50テストパケットを 30 ms間隔で

送信する ICMPパスジッター動作をイネーブルにする例を示します。

ip sla 2
path-jitter 172.69.5.6 num-packets 50 interval 30
!
ip sla schedule 2 start-time now
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次に、宛先 2001:10:10:10::3への IPパスをトレースして各ホップに 50テストパケットをそれぞれ
30 ms間隔で送信する、IPv6ネットワークでの ICMPパスジッター動作をイネーブルにする例を
示します。 IPv6アドレスは、Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリースでサポートされます。

ip sla 20
path-jitter 2001:10:10:10::3 num-packets 50 interval 30
!
ip sla schedule 20 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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paths-of-statistics-kept
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の統計情報を保持する時間単位のパス数を設定する
には、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAモニタコンフィギュレーションモー
ドの適切なサブモードで paths-of-statistics-keptコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

paths-of-statistics-kept size

no paths-of-statistics-kept

___________________
構文の説明

統計情報を保持する時間単位のパス数。デフォ

ルトは 5です。
size

___________________
コマンドデフォルト 5つのパス

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

IP SLAモニタコンフィギュレーション

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン パスは、動作の要求パケットがその宛先に到達するために通過するルートです。パケットは各 IP

SLA動作に別のパスを使用して同じ宛先に到達します。

パス数が指定したサイズに達すると、パスに基づく情報はそれ以上格納されなくなります。
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このコマンドをサポートするのは、IPSLAインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）
パスエコー動作だけです。

（注）

IP SLA ICMPパスエコー動作の場合、配信統計情報テーブルを維持するために必要なルータのメ
モリ量は、次の 4つのコマンドによって設定された値をすべて掛け合わせた値に基づきます。

• distributions-of-statistics-kept

• hops-of-statistics-kept

• paths-of-statistics-kept

• hours-of-statistics-kept

ICMPパスエコー動作の配信統計情報テーブルを維持するために必要なメモリ量の計算に使用す
る一般的な式は次のとおりです。メモリ割り当て量= (160バイト) * (distributions-of-statistics-kept
size) * (hops-of-statistics-kept size) * (paths-of-statistics-kept size) * (hours-of-statistics-kept hours)

ルータのメモリに重大な影響を与えないようにするために、distributions-of-statistics-kept、
hops-of-statistics-kept、paths-of-statistics-kept、および hours-of-statistics-keptの各コマンドの
設定は慎重に行ってください。

（注）

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。動作の他のパラメータを設定する前に、IPSLA動作のタイ
プ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプ
ロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

paths-of-statistics-keptコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOSリリー
ス（下表を参照）および設定されている動作タイプによって異なります。たとえば、Cisco IOS
Release 12.4が実行中で、ICMPパスエコー動作タイプが設定されている場合は、IP SLAモニタ
コンフィギュレーションモード内の ICMPパスエコーコンフィギュレーションモード
（config-sla-monitor-pathEcho）で paths-of-statistics-keptコマンドを入力します。

表 5：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH
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___________________
例 次に、IP SLA ICMPパスエコー動作 2で 3つのパスに対してだけ統計情報を維持する例を示しま

す。 IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリ
リース（下表を参照）によって異なることに注意してください。

___________________
例 ip sla 2

path-echo 172.16.1.177
paths-of-statistics-kept 3
!
ip sla schedule 2 life forever start-time now

___________________
例 ip sla monitor 2

type pathEcho protocol ipIcmpEcho 172.16.1.177
paths-of-statistics-kept 3
!
ip sla monitor schedule 2 life forever start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に維持する統計情
報の配信数（ホップ単位）を設定します。

distributions-of-statistics-kept

IP SLA動作の統計情報を保持するホップカウ
ント（パス単位）を設定します。

hops-of-statistics-kept

IPSLA動作の統計情報を保持する時間数を設定
します。

hours-of-statistics-kept

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IPSLA動作で維持する各統計情報の配信間隔を
設定します。

statistics-distribution-interval
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request-data-size
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の要求パケットのペイロード内のプロトコルデー
タサイズを設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモード、自動 IP SLA MPLSコンフィ
ギュレーションモード、IP SLAモニタコンフィギュレーションモード、または IP SLAテンプ
レートパラメータコンフィギュレーションモードの適切なサブモードで、request-data-sizeコマ
ンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

request-data-size bytes

no request-data-size

___________________
構文の説明

動作の要求パケットのペイロード内のプロトコ

ルデータサイズ（バイト単位）。範囲は 0～
プロトコルでサポートされる最大値です。

bytes

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのデータサイズは、設定している IP SLA動作のタイプによって異なります。詳細に

ついては、CISCO-RTTMON-MIBのマニュアルを参照してください。

___________________
コマンドモード DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）ICMPエコーコンフィギュレーション

（config-ip-sla-echo）ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）ICMPパ
スジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）UDPエコーコンフィギュレーショ
ン（config-ip-sla-udp）UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）VCCVコンフィ
ギュレーション（config-sla-vccv）

___________________
コマンドモード MPLSパラメータコンフィギュレーション（config-auto-ip-sla-mpls-params）

___________________
コマンドモード DLSwコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dlsw）ICMPエコーコンフィギュレーション

（config-sla-monitor-echo）ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）
ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）UDPエコーコンフィ
ギュレーション（config-sla-monitor-udp）UDPジッターコンフィギュレーション
（config-sla-monitor-jitter）

IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
109

I ～ R
request-data-size



___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）UDPエコーコンフィギュレー

ション（config-udp-ech-params）UDPジッターコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SB

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコ
ンフィギュレーションモードが追加されました。

15.1(1)T

___________________
使用上のガイドライン request-data-sizeコマンドを使用して、IP SLAイーサネット動作のデータフレームのパディング

サイズを設定できます。詳細については、request-data-size（イーサネット）コマンドのマニュア
ルを参照してください。

request-data-sizeコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6ア
ドレスをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
によって異なります（「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA動作の設定を開始するために使用す
るコマンド」の表を参照）。 IP SLAラベルスイッチドパス（LSP）ヘルスモニタ動作を設定す
る場合、Cisco IOSリリースに依存する情報については、「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA
LSPヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド」の表を参照してください。 IP
SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前には、IPSLA動作のタイプ（ユーザデータグ
ラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エ
コーなど）を設定する必要があります。

request-data-sizeコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOS Releaseおよ
び設定されている動作タイプによって異なります。
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Cisco IOS IP SLAエンジン 3.0を実行している場合は、request-data sizeコマンドを使用する前に、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーションモードで parametersコマンドを入力する必要があ
ります。

表 6：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

表 7：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA LSP ヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

自動 IP SLA MPLSコンフィ
ギュレーション

auto ip sla mpls-lsp-monitor12.4(6)T、12.0(32)SY、
12.2(31)SB2、12.2(33)SRB、
12.2(33)SXH以降のリリース

IP SLAテンプレートコンフィ
ギュレーション

ip sla auto template15.1(1)T

___________________
例 次に、IP SLA ICMPエコー動作に対して要求パケットサイズを 40バイトに設定する例を示しま

す。 IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリ
リースによって異なることに注意してください（「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA動作の設
定を開始するために使用するコマンド」の表を参照）。

___________________
例

ip sla 3
icmp-echo 172.16.1.175
request-data-size 40
!
ip sla schedule 3 life forever start-time now

___________________
例

ip sla monitor 3
type echo protocol ipIcmpEcho 172.16.1.175
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request-data-size 40
!
ip sla monitor schedule 3 life forever start-time now

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 1
Router(config-icmp-ech-tplt)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# request-data-size 40
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router#
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo
IP SLAs Auto Template: 1
Measure Type: icmp-echo (control enabled)

Description:
IP options:

Source IP: 0.0.0.0 Source Port: 0
VRF: TOS: 0x0

Operation Parameters:
Request Data Size: 40 Verify Data: false

Timeout: 5000 Threshold: 5000
Statistics Aggregation option:

Hours of statistics kept: 2
History options:

History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLALSPヘルスモニタ動作の設定を開始し、
自動 IPSLAMPLSコンフィギュレーションモー
ドに移行します。

auto ip sla mpls-lsp-monitor

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor
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samples-of-history-kept
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の履歴テーブルに格納するエントリ数（バケット単
位）を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAモニタコンフィギュ
レーションモードの適切なサブモードで samples-of-history-keptコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

samples-of-history-kept samples

no samples-of-history-kept

___________________
構文の説明

履歴テーブルに格納するエントリ数（バケット

単位）。デフォルトは 16です。
samples

___________________
コマンドデフォルト 16エントリ

___________________
コマンドモード ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

___________________
コマンドモード ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

コンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOS Releaseおよび設定されている動作タ
イプによって異なります。詳細については、「使用上のガイドライン」の項を参照してくだ

さい。

（注）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

   IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
114

S ～ V
samples-of-history-kept



___________________
使用上のガイドライン IP SLA動作では、履歴の収集および統計情報のキャプチャを実行できます。デフォルトでは、IP

SLA動作の履歴は収集されません。履歴を収集する場合は、動作の 1つまたは複数の履歴エント
リが各履歴バケットに格納されます。動作タイプがインターネット制御メッセージプロトコル

（ICMP）パスエコーの場合は、動作によって選択された宛先までのパスに沿ってホップごとにエ
ントリが作成されます。履歴テーブルに格納されるエントリのタイプは、filter-for-historyコマン
ドによって制御されます。履歴テーブルに格納されるエントリの総数は、samples-of-history-kept、
buckets-of-history-kept、および lives-of-history-keptの各コマンドの組み合わせによって制御され
ます。

このコマンドをサポートするのは、IP SLA ICMPパスエコー動作だけです。（注）

履歴を収集すると、RAMの使用率が高くなります。履歴の収集は、ネットワークに問題があ
ると考えられる場合だけにしてください。

（注）

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。動作の他のパラメータを設定する前に、IPSLA動作のタイ
プ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプ
ロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

samples-of-history-keptコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOSリリー
ス（下表を参照）および設定されている動作タイプによって異なります。たとえば、Cisco IOS
Release 12.4が実行中で、ICMPパスエコー動作タイプが設定されている場合は、IP SLAモニタ
コンフィギュレーションモード内の ICMPパスエコーコンフィギュレーションモード
（config-sla-monitor-pathEcho）で samples-of-history-keptコマンドを入力します。

表 8：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH
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___________________
例 次の例では、IP SLA ICMPパスエコー動作 1の各ライフに対して履歴テーブルに 10個のエント

リが格納されます。 IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中
の Cisco IOSリリース（下表を参照）によって異なることに注意してください。

___________________
例

ip sla 1
path-Echo 172.16.1.176
history lives-kept 3
samples-of-history-kept 10
!
ip sla schedule 1 life forever start-time now

___________________
例

ip sla monitor 1
type pathecho protocol ipIcmpEcho 172.16.1.176
lives-of-history-kept 3
samples-of-history-kept 10
!
ip sla monitor schedule 1 life forever start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持する履歴バ
ケット数を設定します。

buckets-of-history-kept

IPSLA動作の履歴テーブルに格納する情報のタ
イプを定義します。

filter-for-history

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IPSLA動作の履歴テーブルに格納するライフ数
を設定します。

lives-of-history-kept

   IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
116

S ～ V
samples-of-history-kept



show ip sla configuration
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）のすべての動作または指定した動作のデフォルトをすべ
て含めた設定値を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip sla
configurationコマンドを使用します。

show ip sla configuration [ operation ]

___________________
構文の説明

（任意）詳細を表示する IP SLA動作の番号operation

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 show ip sla monitor configurationコ
マンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
show rtr configurationコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
show ip sla monitor configurationコマンドが、このコマンドに置き換
えられました。

12.2(33)SB

このコマンド出力は、IP SLAイーサネット動作の EVCサポートに関
する情報を含めるように変更されました。

12.2(33)SRD

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
show ip sla monitor configurationコマンドが、このコマンドに置き換
えられました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。このコマンド出力は、IP SLAイー
サネット動作のポートレベルサポートに関する情報を含めるように

変更されました。

12.2(33)SRE
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。このコマンド出力は、IP SLAビデ
オ動作に関する情報を含めるように変更されました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.2(2)Tに統合されました。15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。このコマンド出力は、DNS、FTP、
HTTP、パスエコーおよびパスジッター IP SLA動作の IPv4および
IPv6アドレスを表示するように変更されました。

15.2(3)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.7Sに統合されました。Cisco IOS XE 3.7S

このコマンドが変更されました。このコマンド出力は、マルチキャス

ト UDPジッター動作を表示するように変更されました。
15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.4SG

___________________
例 ここでは、IPv4および IPv6ネットワークでのさまざまな IP SLA動作に対する show ip sla

configurationコマンドの出力例を示します。

___________________
例 IP SLAインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）のエコー動作は、IPv4と IPv6の両方

のアドレスをサポートします。

次の例では、指定した動作が IPv4ネットワークでの ICMPエコー動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: echo
Target address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Vrf Name:
Request size (ARR data portion): 28

   IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
118

S ～ V
show ip sla configuration



Verify data: No
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Number of history Lives kept: 0
Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None
Enhanced History:

次の例では、指定した動作が IPv6ネットワークでの ICMPエコー動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 1
IP SLAs, Infrastructure Engine-II.
Entry number: 1
Owner:
Tag:
Type of operation to perform: echo
Target address/Source address: 2001:DB8:100::1/2001:0DB8:200::FFFE
Traffic-Class parameter: 0x80
Flow-Label parameter: 0x1B669
Request size (ARR data portion): 28
Operation timeout (milliseconds): 5000
Verify data: No
Vrf Name:
Schedule:

Operation frequency (seconds): 60
Next Scheduled Start Time: Pending trigger
Group Scheduled : FALSE
Randomly Scheduled : FALSE
Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): notInService

Threshold (milliseconds): 5000

___________________
例 次の例では、指定した動作がハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）動作であるときの show

ip sla configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: http
Target address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
HTTP Operation: get
HTTP Server Version: 1.0
URL: http://www.cisco.com
Proxy:
Raw String(s):
Cache Control: enable
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
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Distribution Statistics:
Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Number of history Lives kept: 0
Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None

___________________
例 次の例では、指定した動作が ICMPパスジッター動作であるときの show ip sla configurationコマ

ンドの出力を示します。

Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: pathJitter
Target address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Packet Interval/Number of Packets: 20 ms/10
Target Only: Disabled
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Loose Source Routing: Disabled
LSR Path:
Vrf Name:
Request size (ARR data portion): 28
Verify data: No
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000

___________________
例 次の例では、指定した動作が ICMPパスエコー動作であるときの show ip sla configurationコマン

ドの出力を示します。

Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: pathEcho
Target address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Packet Interval/Number of Packets: 20 ms/10
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Loose Source Routing: Disabled
Vrf Name:
LSR Path:
Request size (ARR data portion): 28
Verify data: No
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic paths kept: 5
Number of statistic hops kept: 16
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10
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Number of history Lives kept: 0
Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None

___________________
例 次の例では、指定した動作がドメインネームシステム（DNS）動作であるときの show ip sla

configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: dns
Target Address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Target Port/Source Port: 1111/0
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Number of history Lives kept: 0
Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None

___________________
例 IP SLAユーザデータグラムプロトコル（UDP）エコー動作は、IPv4と IPv6の両方のアドレスを

サポートします。

次の例では、指定した動作が IPv4ネットワークでの UDPエコー動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: udpEcho
Target address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Target Port/Source Port: 1111/0
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Data Pattern:
Vrf Name:
Request size (ARR data portion): 28
Verify data: No
Control Packets: enabled
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Number of history Lives kept: 0
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Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None
Enhanced History:

次の例では、指定した動作が IPv6ネットワークでの UDPエコー動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 1
IP SLAs, Infrastructure Engine-II.
Entry number: 1
Owner:
Tag:
Type of operation to perform: udp-echo
Target address/Source address: 2001:DB8:100::1/2001:0DB8:200::FFFE
Target port/Source port: 3/7
Traffic-Class parameter: 0x80
Flow-Label parameter: 0x1B669
Request size (ARR data portion): 16
Operation timeout (milliseconds): 5000
Verify data: No
Data pattern:
Vrf Name:
Control Packets: enabled
Schedule:

Operation frequency (seconds): 60
Next Scheduled Start Time: Pending trigger
Group Scheduled : FALSE
Randomly Scheduled : FALSE
Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never

___________________
例 IP SLA伝送制御プロトコル（TCP）接続動作は、IPv4と IPv6の両方のアドレスをサポートしま

す。

次の例では、指定した動作が IPv4ネットワークでの TCP接続動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: tcpConnect
Target Address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Target Port/Source Port: 1111/0
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Control Packets: enabled
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Number of history Lives kept: 0
Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None
Enhanced History:

次の例では、指定した動作が IPv6ネットワークでの TCP接続動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 1
IP SLAs, Infrastructure Engine-II.
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Entry number: 1
Owner:
Tag:
Type of operation to perform: tcp-connect
Target address/Source address: 2001:DB8:100::1/2001:0DB8:200::FFFE
Target port/Source port: 3/7
Traffic-Class parameter: 0x80
Flow-Label parameter: 0x1B669
Operation timeout (milliseconds): 60000
Control Packets: enabled
Schedule:

Operation frequency (seconds): 60
Next Scheduled Start Time: Pending trigger
Group Scheduled : FALSE
Randomly Scheduled : FALSE
Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): notInService

Threshold (milliseconds): 5000
Distribution Statistics:

___________________
例 次の例では、指定した動作がダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル（DHCP）

動作であるときの show ip sla configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: dhcp
Target Address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Operation timeout (milliseconds): 5000
Dhcp option:
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Number of history Lives kept: 0
Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None

___________________
例 次の例では、指定した動作がファイル転送プロトコル（FTP）動作であるときの show ip sla

configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: ftp
Source address: 0.0.0.0
FTP URL: ftp://ipsla:ipsla@172.19.192.109/test.txt
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
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Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Number of history Lives kept: 0
Number of history Buckets kept: 15
History Filter Type: None

___________________
例 IP SLAユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッター接続動作は、IPv4と IPv6の両方のアド

レスをサポートします。

次の例では、指定した動作が IPv4ネットワークでの UDPジッター動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 3
Entry number: 3
Owner:
Tag:
Type of operation: jitter
Target Address/Source address: 1.1.1.1/0.0.0.0
Target Port/Source Port: 1111/0
Packet Interval/Number of Packets: 20 ms/10
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type Of Service parameters: 0x0
Vrf Name:
Request size (ARR data portion): 28
Verify data: No
Control Packets: enabled
Schedule:

Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Group Scheduled: False
Operation frequency (seconds): 60
Life/Entry Ageout (seconds): Forever/never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): Active

Threshold (ms): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 5
Statistic distribution interval (milliseconds): 10

Enhanced History:

次の例では、指定した動作が IPv6ネットワークでの UDPジッター動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。
Router# show ip sla configuration 1
IP SLAs, Infrastructure Engine-II.
Entry number: 1
Owner:
Tag:
Type of operation to perform: udp-jitter
Target address/Source address: 2001:DB8:100::1/2001:0DB8:200::FFFE
Target port/Source port: 3/7
Traffic-Class parameter: 0x0
Flow-Label parameter: 0x0
Request size (ARR data portion): 32
Operation timeout (milliseconds): 5000
Packet Interval (milliseconds)/Number of packets: 30/15
Verify data: No
Vrf Name:
Control Packets: enabled
Schedule:

Operation frequency (seconds): 60
Next Scheduled Start Time: Pending trigger
Group Scheduled : FALSE
Randomly Scheduled : FALSE
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Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never

次の例では、指定した動作がマルチキャスト UDPジッター動作であるときの show ip sla
configurationコマンドの出力を示します。出力には、この動作のエンドポイントのリストから取
得された、マルチキャスト UDPジッター動作に関連付けられたレスポンダのリストが含まれま
す。各マルチキャストレスポンダには、マルチキャスト動作によってレスポンダ用に生成され

た、対応する動作 ID（oper-id）があります。
R1# show ip sla config 10

IP SLAs Infrastructure Engine-III
Entry number: 10
Owner:
Tag:
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type of operation to perform: udp-jitter
Target address/Source address: 239.1.1.1/3000 !<---multicast address
Target port/Source port: 2460/0
Type Of Service parameter: 0x0
Request size (ARR data portion): 32
Packet Interval (milliseconds)/Number of packets: 20/10
Verify data: No
Vrf Name:
Control Packets: enabled
Schedule:

Operation frequency (seconds): 60 (not considered if randomly scheduled)
Next Scheduled Start Time: Pending trigger
Group Scheduled : FALSE
Randomly Scheduled : FALSE
Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): notInService

Threshold (milliseconds): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 1
Statistic distribution interval (milliseconds): 20

Enhanced History:

sno oper-id dest-ip-addr !<---responders in endpoint list
1 728338 1.2.3.4
2 728339 1.2.3.5
3 2138021658 3.3.3.3

___________________
例 IP SLAビデオ動作は、IPv4アドレスだけをサポートします。

次の例では、指定した動作がビデオ動作であるときの show ip sla configurationコマンドの出力を
示します。

Router# show ip sla configuration 600
IP SLAs Infrastructure Engine-III
Entry number: 600
Owner:
Tag:
Operation timeout (milliseconds): 5000
Type of operation to perform: video
Video profile name: TELEPRESENCE
Target address/Source address: 192.168.2.1/192.168.2.2
Target port/Source port: 1/1
Vrf Name:
Control Packets: enabled
Schedule:

Operation frequency (seconds): 60 (not considered if randomly scheduled)
Next Scheduled Start Time: Pending trigger
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Group Scheduled : FALSE
Randomly Scheduled : FALSE
Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): notInService

Threshold (milliseconds): 5000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 1
Statistic distribution interval (milliseconds): 20

Enhanced History:

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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show ip sla group schedule
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）のグループスケジュールの詳細を表示するには、ユー
ザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip sla group scheduleコマンドを使用します。

show ip sla group schedule [ group-operation-number ]

___________________
構文の説明

（任意）表示する IP SLAグループ動作の番号group-operation-number

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 show ip sla monitor group schedule
コマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
show rtr group scheduleコマンドが、このコマンドに置き換えられま
した。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
show ip slamonitor group scheduleコマンドが、このコマンドに置き換
えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
show ip slamonitor group scheduleコマンドが、このコマンドに置き換
えられました。

12.2(33)SXI

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG
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___________________
例 次に、グループの（複数の）スケジューリングに関する情報を表示する show ip sla group schedule

コマンドの出力例を示します。例の最後の行では、IPSLA動作に複数のスケジュールがあること
が示されています（TRUE）。

Router# show ip sla group schedule
Multi-Scheduling Configuration:
Group Entry Number: 1
Probes to be scheduled: 2,3,4,9-30,89
Schedule period :60
Group operation frequency: 30
Multi-scheduled: TRUE

次に、グループの（複数の）スケジューリングに関する情報を表示する show ip sla group schedule
コマンドの出力例を示します。frequencyの値はスケジュール期間の値と同じ、lifeの値は 3600
秒、ageoutの値は never（無期限）です。

Router# show ip sla group schedule
Group Entry Number: 1
Probes to be scheduled: 3,4,6-10
Total number of probes: 7
Schedule period: 20
Group operation frequency: Equals schedule period
Status of entry (SNMP RowStatus): Active
Next Scheduled Start Time: Start Time already passed
Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 9：show ip sla group schedule のフィールドの説明

説明フィールド

IPSLAの複数動作のスケジューリングに対して
指定されている動作グループ番号。

Group Entry Number

動作グループ 1で指定されている動作番号。Probes to be scheduled

IPSLAのグループがスケジューリングされる時
間（秒単位）。

Scheduled period

各動作が開始される周期。Group operation frequency

値TRUEは、グループスケジューリングがアク
ティブであることを示します。

Multi-scheduled

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定の詳細を表示します。show ip sla configuration
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show ip sla reaction-configuration
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）のすべての動作または指定した動作に対して設定されて
いる予防的しきい値モニタリングの設定を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXEC
モードで show ip sla reaction-configurationコマンドを使用します。

show ip sla reaction-configuration [ operation-number ]

___________________
構文の説明

（任意）応答設定の特性を表示する動作の番号operation-number

___________________
コマンドデフォルト すべての IPSLA動作に対して設定されている予防的しきい値モニタリングの設定を表示します。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 show ip slamonitor reaction-configuration
コマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。 show
rtr reaction-configurationコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 show
ip sla monitor reaction-configurationコマンドが、このコマンドに置き換
えられました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 show
ip sla monitor reaction-configurationコマンドが、このコマンドに置き換
えられました。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン IP SLA動作の予防的しきい値モニタリングのパラメータを設定するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで ip sla reaction-configurationコマンドを使用します。
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___________________
例 次の例では、1つの IPSLA動作に対して複数の監視対象要素（[Reaction]の値で示されています）

を設定しています。

Router# show ip sla reaction-configuration

Entry Number: 1
Reaction: RTT
Threshold type: Never
Rising (milliseconds): 5000
Falling (milliseconds): 3000
Threshold Count: 5
Threshold Count2: 5
Action Type: None
Reaction: jitterDSAvg
Threshold type: average
Rising (milliseconds): 5
Falling (milliseconds): 3
Threshold Count: 5
Threshold Count2: 5
Action Type: triggerOnly
Reaction: jitterDSAvg
Threshold type: immediate
Rising (milliseconds): 5
Falling (milliseconds): 3
Threshold Count: 5
Threshold Count2: 5
Action Type: trapOnly
Reaction: PacketLossSD
Threshold type: immediate
Rising (milliseconds): 5
Threshold Falling (milliseconds): 3
Threshold Count: 5
Threshold Count2: 5
Action Type: trapOnly

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 10：show ip sla reaction-configuration のフィールドの説明

説明フィールド

指定した IP SLA動作に設定されている監視対
象要素。

ip sla reaction-configurationコマンドの
react{connectionLoss | jitterAvg | jitterDSAvg |
jitterSDAvg |mos | PacketLossDS | PacketLossSD
| rtt | timeout | verifyError}構文に対応します。

Reaction

設定されているしきい値のタイプ。

ip sla reaction-configurationコマンドの
threshold-type {never | immediate | consecutive |
xofy | average}構文に対応します。

Threshold type
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説明フィールド

upper-thresholdの値。

ip sla reaction-configurationコマンドの
threshold-value upper-threshold lower-threshold構
文に対応します。

Rising (milliseconds)

lower-thresholdの値。

ip sla reaction-configurationコマンドの
threshold-value upper-threshold lower-threshold構
文に対応します。

Falling (milliseconds)

xofyしきい値タイプの x-value、または average
しきい値タイプのnumber-of-measurementsの値。

Threshold Count

xofyしきい値タイプの y-value。Threshold Count2

違反条件が満たされたときに実行する応答。

ip sla reaction-configurationコマンドの
action-type {none | trapOnly | triggerOnly |
trapAndTrigger}構文に対応します。

Action Type

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLAの動作の予防的しきい値モニタリングの
パラメータを設定します。

ip sla reaction-configuration
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show ip sla reaction-trigger
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）のすべての動作または指定した動作の応答トリガー情報
を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip sla reaction-triggerコマ
ンドを使用します。

show ip sla reaction-trigger [ operation-number ]

___________________
構文の説明

（任意）表示する IP SLA動作の番号。operation-number

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC特権 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 show ip sla monitor reaction-triggerコ
マンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。 show
rtr reaction-triggerコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 show
ip sla monitor reaction-triggerコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 show
ip sla monitor reaction-triggerコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン ip sla reaction-configurationグローバルコンフィギュレーションコマンドでの定義に従ってトリ

ガーされるターゲット動作の設定ステータスおよび動作状態を表示するには、show ip sla
reaction-triggerコマンドを使用します。
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___________________
例 次に、show ip sla reaction-triggerコマンドの出力例を示します。

Router# show ip sla reaction-trigger 1
Reaction Table

Entry Number: 1
Target Entry Number: 2
Status of Entry (SNMP RowStatus): active
Operational State: pending

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLAのすべての動作または指定した動作のす
べてのデフォルトなどの設定値を表示します。

show ip sla configuration
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show ip sla statistics
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）のすべての動作または指定した動作の現在の動作ステー
タスおよび統計情報を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip sla
statisticsコマンドを使用します。

show ip sla statistics [ operation-number ] [details]

___________________
構文の説明

（任意）動作ステータスおよび統計情報を表示

する動作の番号。

マルチキャストUDPジッター動作の
場合：有効な動作番号は、動作のエ

ンドポイントのリストの各レスポン

ダの動作 ID（oper-id）が含まれます。

（注）

operation-number

（任意）動作ステータスおよび統計情報をより

詳細に表示します。

details

___________________
コマンドデフォルト 稼働しているすべての IP SLA動作の出力を表示します。

___________________
コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 show ip sla monitor statisticsコマン
ドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
show rtr operational-stateコマンドが、このコマンドに置き換えられ
ました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。
show ip sla monitor statisticsコマンドが、このコマンドに置き換えら
れました。

12.2(33)SB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。
show ip sla monitor statisticsコマンドが、このコマンドに置き換えら
れました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。このコマンド出力は、IP SLAビデ
オ動作に関する情報を含めるように変更されました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.2(2)Tに統合されました。15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.3SG

このコマンドが変更されました。このコマンド出力は、マルチキャ

スト UDPジッター動作に関する情報を含めるように変更されまし
た。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン 動作の残りの継続時間、動作がアクティブかどうか、完了時刻など、IP SLA動作の現在の状態を

表示するには、show ip sla statisticsコマンドを使用します。出力には、最後の（最近完了した）
動作に対して返されたモニタリングデータも含まれます。

エンドポイントリストを指定したマルチキャストUDPジッター動作の場合：マルチキャストUDP
ジッター動作に関連付けられている宛先レスポンダごとに、動作 ID（oper-id）が生成されます。
基本マルチキャスト動作に対して show ip sla configurationコマンドを使用すると、生成されたこ
の動作 IDが動作全体のサマリー統計情報の一部として表示されます。

特定の動作 IDを表示すると、該当する 1つのレスポンダの詳細を表示できます。

___________________
例 次に、show ip sla statisticsコマンドの出力例を示します。

Router# show ip sla statistics Current Operational State
Entry Number: 3
Modification Time: *22:15:43.000 UTC Sun Feb 11 2001
Diagnostics Text:
Last Time this Entry was Reset: Never
Number of Octets in use by this Entry: 1332
Number of Operations Attempted: 2
Current Seconds Left in Life: 3511
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Operational State of Entry: active
Latest Completion Time (milliseconds): 544
Latest Operation Start Time: *22:16:43.000 UTC Sun Feb 11 2001
Latest Oper Sense: ok
Latest Sense Description: 200 OK
Total RTT: 544
DNS RTT: 12
TCP Connection RTT: 28
HTTP Transaction RTT: 504
HTTP Message Size: 9707

次に示す show ip sla statisticsコマンドの出力例では、指定した動作は UDPジッター（コーデッ
ク）動作です。表示されている値は、最後の IP SLA動作の値を示します。

Router# show ip sla statistics Current Operational State
Entry number: 10
Modification time: 12:57:45.690 UTC Sun Oct 26 2003
Number of operations attempted: 3
Number of operations skipped: 0
Current seconds left in Life: 3570
Operational state of entry: Active
Last time this entry was reset: Never
Connection loss occurred: FALSE
Timeout occurred: FALSE
Over thresholds occurred: FALSE
Latest RTT (milliseconds): 19
Latest operation start time: 12:57:45.723 Sun Oct 26 2003
Latest operation return code: OK
Voice Scores:
ICPIF: 20 MOS Score: 3.20
RTT Values:
NumOfRTT: 10 RTTAvg: 19 RTTMin: 19 RTTMax: 20
RTTSum: 191 RTTSum2: 3649
Packet Loss Values:
PacketLossSD: 0 PacketLossDS: 0
PacketOutOfSequence: 0 PacketMIA: 0 PacketLateArrival: 0
InternalError: 0 Busies: 0
Jitter Values:
NumOfJitterSamples: 9
MinOfPositivesSD: 0 MaxOfPositivesSD: 0
NumOfPositivesSD: 0 SumOfPositivesSD: 0 Sum2PositivesSD: 0
MinOfNegativesSD: 0 MaxOfNegativesSD: 0
NumOfNegativesSD: 0 SumOfNegativesSD: 0 Sum2NegativesSD: 0
MinOfPositivesDS: 1 MaxOfPositivesDS: 1
NumOfPositivesDS: 1 SumOfPositivesDS: 1 Sum2PositivesDS: 1
MinOfNegativesDS: 1 MaxOfNegativesDS: 1
NumOfNegativesDS: 1 SumOfNegativesDS: 1 Sum2NegativesDS: 1
Interarrival jitterout: 0 Interarrival jitterin: 0
One Way Values:
NumOfOW: 0
OWMinSD: 0 OWMaxSD: 0 OWSumSD: 0 OWSum2SD: 0
OWMinDS: 0 OWMaxDS: 0 OWSumDS: 0 OWSum2DS: 0

次に示す show ip sla statistics detailコマンドの出力例では、指定した動作は IP SLAメトロイーサ
ネット 3.0（ITU-T Y.1731）遅延動作（3）です。表示されている値は、最後の動作の値を示しま
す。

Router# show ip sla statistics 3 details

IPSLA operation id: 3
Delay Statistics for Y1731 Operation 3
Type of operation: Y1731 Delay Measurement
Latest operation start time: *02:12:49.772 PST Thu Jul 1 2010
Latest operation return code: OK
Distribution Statistics:
Interval
Start time: *02:12:49.772 PST Thu Jul 1 2010
End time: *00:00:00.000 PST Mon Jan 1 1900
Number of measurements initiated: 31
Number of measurements completed: 31
Flag: OK
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Delay:
Max/Avg/Min TwoWay: 2014/637/0
Time of occurrence TwoWay: Max - *02:13:11.210 PST Thu Jul 1 2010/Min - *02:17:51.339 PST
Thu Jul 1 2010

Bucket TwoWay:
Bucket Range: 0 - < 5000 microseconds
Total observations: 22
Bucket Range: 5000 - < 10000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 10000 - < 15000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 15000 - < 20000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 20000 - < 25000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 25000 - < 30000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 30000 - < 35000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 35000 - < 40000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 40000 - < 45000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 45000 - < 4294967295 microseconds
Total observations: 0

Delay Variance:
Max/Avg TwoWay positive: 0/0
Time of occurrence TwoWay positive: Max - *00:00:00.000 PST Mon Jan 1 1900
Max/Avg TwoWay negative: 0/0
Time of occurrence TwoWay negative: Max - *00:00:00.000 PST Mon Jan 1 1900

Bucket TwoWay positive:
Bucket Range: 0 - < 5000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 5000 - < 10000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 10000 - < 15000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 15000 - < 20000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 20000 - < 25000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 25000 - < 30000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 30000 - < 35000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 35000 - < 40000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 40000 - < 45000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 45000 - < 4294967295 microseconds
Total observations: 0

Bucket TwoWay negative:
Bucket Range: 0 - < 5000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 5000 - < 10000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 10000 - < 15000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 15000 - < 20000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 20000 - < 25000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 25000 - < 30000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 30000 - < 35000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 35000 - < 40000 microseconds
Total observations: 0
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Bucket Range: 40000 - < 45000 microseconds
Total observations: 0
Bucket Range: 45000 - < 4294967295 microseconds
Total observations: 0

Bucket TwoWay negative:

次に示す show ip sla statisticsコマンドの出力例では、指定した動作がマルチキャスト UDPジッ
ター動作であり、マルチキャストUDPジッター動作に関連付けられたエンドポイントのリストに
各マルチキャストレスポンダの統計情報が含まれています。

Router# show ip sla statistics 100

Operation id: 22
mcast-ip-address/port: 239.1.1.1/3000
Latest operation start time: 18:32:36 PST Thu Aug 4 2011
Number of successes: 11
Number of failures: 0
Operation time to live: 2965 sec

status DSCP delay jitter loss
OK 000 1/2/5 1/2/3 0/0/0

Multicast responder statistics:

Seq# oper-id responder-ip status delay jitter loss
1 728338 1.2.3.4 OK 1/2/5 1/2/3 0
2 728339 1.2.3.5 NO_RESPONSE 1/2/5 1/2/3 0
3 728340 1.2.3.6 OK 1/2/5 1/2/3 0
4 728343 1.2.3.7 ERROR 1/2/5 1/2/3 0

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 11：show ip sla statistics のフィールドの説明

説明フィールド

VoIPの統計情報が次の行に表示されることを示
します。音声スコアデータは、動作タイプが

udp-jitter（コーデック）に設定されている場合
に計算されます。

Voice Scores
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説明フィールド

動作の Calculated Planning Impairment Factor
（ICPIF）の値。 ICPIFの値は、数式
Icpif=Io+Iq+Idte+Idd+Ie-Aを使用して IP SLAに
よって計算されます。ここで、

• Io、Iq、および Idteの値はゼロに設定され
ます。

•値 Iddは、測定された一方向遅延に基づい
て計算されます。

•値 Ieは、測定されたパケット損失に基づ
いて計算されます。

• Aの値はユーザが指定します。

ICPIFの値は、通常、5（非常に軽い障害）から
55（非常に重い障害）の範囲で表されます。
ICPIFの値が20未満の場合は、一般に「適切」
と見なされます。

この値は相対的な比較を意図したも

のでしかなく、別の方法を使用して

生成された ICPIF値と一致しない場
合があります。

（注）

ICPIF

動作の最新の反復に対する平均オピニオン評点

（MOS-CQE）（カンバセーション品質、推
定）。MOS-CQEは ICPIFの関数として計算さ
れます。

MOS値は 1（1.00）から 5（5.00）までの数値
として表され、5が最高レベルの品質、1が最
低レベルの品質です。MOS値が 0（ゼロ）の
場合は、その動作に対してMOSデータを生成
できなかったことを示します。

MOS Score

次の行にラウンドトリップ時間の統計情報が表

示されることを示します。

RTT Values

成功したラウンドトリップの回数。NumOfRTT

すべての成功したラウンドトリップの値の合計

（ミリ秒単位）。

RTTSum

これらのラウンドトリップ値の平方の合計（ミ

リ秒単位）。

RTTSum2
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説明フィールド

送信元から宛先の方向で失われたパケットの

数。

PacketLossSD

宛先から送信元の方向で失われたパケットの

数。

PacketLossDS

正しくない順序で返されたパケットの数。PacketOutOfSequence

方向（SD/DS）を特定できない失われたパケッ
トの数。

PacketMIA

タイムアウトの後で到着したパケットの数。PacketLateArrival

他の内部障害のために動作を開始できなかった

回数。

InternalError

以前にスケジュールされていた実行が終了しな

かったためにこの動作を開始できなかった回

数。

Busies

次の行にジッターの統計情報が表示されること

を示します。ジッターとは、パケット間の遅延

のばらつきです。

Jitter Values

収集されたジッターサンプルの数。これは、

次のジッター統計情報の計算に使用されるサン

プルの数です。

NumOfJitterSamples

送信元から宛先の方向での、最小および最大の

正のジッター値（ミリ秒単位）。

MinOfPositivesSD MaxOfPositivesSD

送信元から宛先の方向での、正のジッター値

（つまり、連続する2つのテストパケットの間
にネットワーク遅延が大きくなっている）の

数。

NumOfPositivesSD

これらの正の値の合計（ミリ秒単位）。SumOfPositivesSD

これらの正の値の平方の合計。Sum2PositivesSD

送信元から宛先の方向での、最小および最大の

負のジッター値。絶対値が示されます。

MinOfNegativesSD MaxOfNegativesSD
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説明フィールド

送信元から宛先の方向での、負のジッター値

（つまり、連続する2つのテストパケットの間
にネットワーク遅延が小さくなっている）の

数。

NumOfNegativesSD

これらの値の合計。SumOfNegativesSD

これらの値の平方の合計。Sum2NegativesSD

RFC 1889で定義されている、送信元から宛先
（SD）の方向のジッター値の計算。

Interarrival jitterout

RFC 1889で定義されている、宛先から送信元
（DS）の方向のジッター値の計算。

Interarrival jitterin

次の行に一方向の測定の統計情報が表示される

ことを示します。

一方向（OW）の値とは、パケットが送信元ルー
タからターゲットルータまで（SD）、または
ターゲットルータから送信元ルータまで（DS）
移動するのに要した時間です。

One Way Values

正常な単一方向の時間測定の数。NumOfOW

送信元から宛先までの最小の時間（ミリ秒単

位）。

OWMinSD

送信元から宛先までの最大の時間（ミリ秒単

位）。

OWMaxSD

OWMinSDと OWMaxSDの値の合計。OWSumSD

OWMinSDと OWMaxSDの値の平方の合計。OWSum2SD

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLAのすべての動作または指定した動作のす
べてのデフォルトなどの設定値を表示します。

show ip sla configuration
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show ip sla summary
IPサービスレベル契約（SLA）動作のサマリー統計情報を表示するには、特権 EXECモードで
show ip sla summaryコマンドを使用します。

show ip sla summary [destination {ip-address| hostname}]

___________________
構文の説明

（任意）宛先アドレスに基づいた統計情報を表

示します。

destination

宛先デバイスの IPアドレスを指定します。destination-ip-address

宛先デバイスのホスト名。destination-hostname

___________________
コマンドモード 特権 EXEC（#）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(3)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.7Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.7S

このコマンドが、Cisco IOSRelease 15.1(2)SGに統合されまし
た。

15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、マルチキャスト動作のサマリー統計情報、および複数動作が同じ宛先 IPアドレ

スまたはホスト名で構成されたユニキャスト用のサマリー統計情報を表示します。

___________________
例 Device# show ip sla summary

ID Type Destination Stats(ms) ReturnCode LastRun
--- ---- ----------- ------- ---------- -------
100 icmp-jitter 192.0.2.2 100 OK 22:49:53 PST Tue May 3 2011
101 udp-jitter 192.0.2.3 100 OK 22:49:53 PST Tue May 3 2011
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102 tcp-connect 192.0.2.4 - NoConnection 22:49:53 PST Tue May 3 2011

Device# show ip sla summary destination 192.0.2.2
ID Type Destination State Stats(ms) ReturnCode LastRun
--- ---- ----------- ----- ------- ---------- -------
100 icmp-jitter 192.0.2.2 Active 100 OK 22:49:53 PST Tue May 3 2011
101 udp-jitter 192.0.2.2 Active 100 OK 22:49:53 PST Tue May 3 2011
102 tcp-connect 192.0.2.2 Active - NoConnection 22:49:53 PST Tue May 3 2011
103 video 1232:232 Active 100 OK 22:49:53 PST Tue May 3 2011

::222

104 video 1232:232 Active 100 OK 22:49:53 PST Tue May 3 2011
::222

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明しています。

表 12： show ip sla summaryのフィールドの説明

説明フィールド

IP SLA動作 ID。ID

リストされた動作の宛先デバイスの IPアドレ
スまたはホスト名。

Destination

ラウンドトリップ時間（ミリ秒）。Stats
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tag（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作のユーザ指定 IDを作成するには、IP SLAコンフィ
ギュレーションモード、自動 IP SLAMPLSコンフィギュレーションモード、または IP SLAモニ
タコンフィギュレーションモードの適切なサブモードで tag（IP SLA）コマンドを使用します。
動作からタグを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

tag text

no tag

___________________
構文の説明

動作が属するグループの名前。0～ 16文字の
ASCII文字で指定します。

text

___________________
コマンドデフォルト タグ識別子は指定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）
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ビデオ（config_ip_sla_video）VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

自動 IP SLA MPLSコンフィギュレーション

MPLSパラメータコンフィギュレーション（config-auto-ip-sla-mpls-params）

IP SLA自動イーサネットコンフィギュレーション

イーサネットパラメータコンフィギュレーション（config-ip-sla-ethernet-params）

IP SLAモニタコンフィギュレーション

DHCPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dns）

FTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-sla-monitor-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-jitter）

VoIPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-voip）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネット

パラメータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC
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変更内容リリース

次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

•イーサネットパラメータ

• VCCV

12.2(33)SB

このコマンドが変更されました。イーサネットエコー、イーサネット

ジッター、およびイーサネットパラメータの各コンフィギュレーショ

ンモードが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIに統合されました。12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IPSLAコンフィギュレーションモー
ドのビデオコンフィギュレーションサブモードのサポートが追加され

ました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.2(2)Tに統合されました。15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが変更されました。マルチキャスト UDPジッターコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.8S

___________________
使用上のガイドライン 動作タグは、通常、グループ内の動作を論理的にリンクするために使用します。

タグを使用すると、自動化をサポートできます（たとえば、2つの異なるルータ上での、同じター
ゲットに対する 2つの異なるエコー動作に同じタグを使用することで、これらの動作を自動化で
きます）。

tag（IP SLA）コマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6アド
レスをサポートする IP SLA動作が設定されている場合の IPv6ネットワークでもサポートされま
す。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定
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IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
によって異なります（「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA動作の設定を開始するために使用す
るコマンド」の表を参照）。 IP SLAラベルスイッチドパス（LSP）ヘルスモニタ動作を設定す
る場合は、Cisco IOSリリースに依存する情報については、「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA
LSPヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド」の表を参照してください。 IP
SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前には、IPSLA動作のタイプ（ユーザデータグ
ラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エ
コーなど）を設定する必要があります。

tag（IP SLA）コマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中のCisco IOSReleaseおよび設
定されている動作タイプによって異なります。

表 13：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI、12.2(58)SE以降の
リリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

表 14：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA LSP ヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

自動 IP SLA MPLSコンフィ
ギュレーション

auto ip sla mpls-lsp-monitor12.4(6)T、12.0(32)SY、
12.2(31)SB2、12.2(33)SRB、
12.2(33)SXH以降のリリース

___________________
例 次に、IP SLA ICMPエコー動作に testoperationというラベルをタグ付けする例を示します。

___________________
例 次に、IPv4ネットワークにおいて IP SLAコンフィギュレーションモード内の ICMPエコーコン

フィギュレーションモードで使用されている tag（IP SLA）コマンドの例を示します。
ip sla 1
icmp-echo 172.16.1.176
tag testoperation
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!
ip sla schedule 1 life forever start-time now

___________________
例 次に、IPv4ネットワークにおいて IPSLAモニタコンフィギュレーションモード内の ICMPエコー

コンフィギュレーションモードで使用されている tag（IP SLA）コマンドの例を示します。
ip sla monitor 1
type echo protocol ipIcmpEcho 172.16.1.176
tag testoperation
!
ip sla monitor schedule 1 life forever start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLALSPヘルスモニタ動作の設定を開始し、
自動 IPSLAMPLSコンフィギュレーションモー
ドに移行します。

auto ip sla mpls-lsp-monitor

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IP SLA コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
149

S ～ V
tag（IP SLA）



tcp-connect
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）伝送制御プロトコル（TCP）接続動作を定義するには、
IP SLAコンフィギュレーションモードで tcp-connectコマンドを使用します。

tcp-connect {destination-ip-address| destination-hostname} destination-port [source-ip {ip-address| hostname}
source-port port-number] [control {enable| disable}]

___________________
構文の説明

宛先 IPv4または IPv6アドレスあるいはホスト
名。

destination-ip-address | destination-hostname

宛先ポート番号を指定します。範囲は 1～
65353です。または、シスコ以外の IPホストの
場合、既知のポート番号（たとえば、FTPの場
合は 21、Telnetの場合は 23、HTTPサーバの場
合は 80）。

• Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリース
では、ポート番号を指定しない場合、

destination-port変数の値はレスポンダで選
択されます。

destination-port

（任意）送信元 IPv4または IPv6アドレスある
いはホスト名を指定します。送信元 IPアドレ
スまたはホスト名が指定されていない場合、IP
SLAでは、宛先に最も近い IPアドレスが選択
されます。

source-ip {ip-address | hostname}

（任意）送信元ポートの番号を指定します。

ポート番号を指定しない場合、IPSLAは利用可
能なポートを選択します。

source-port port-number

（任意）動作パケットを送信する前に IP SLA
Responderに制御メッセージを送信する IP SLA
制御プロトコルをイネーブルまたはディセーブ

ルにします。

デフォルトでは、IPSLA制御メッセージが宛先
デバイスに送信され、IP SLA Responderとの接
続が確立します。

control enable | disable

___________________
コマンドデフォルト 設定する動作番号には、IP SLA動作タイプは関連付けられません。
___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type tcpConnect dest-ipaddrコマンド
が、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。 type
tcpConnect dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SRB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 type
tcpConnect dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

IPv6アドレスのサポートが追加されました。

12.2(33)SB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 type
tcpConnect dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。ポート番号を指定しない場合、

destination-port変数の値はレスポンダで選択されます。
15.2(3)T

___________________
使用上のガイドライン TCP接続動作は、ターゲットデバイスへの接続に要する時間を調べるために使用します。この動

作は、仮想回線の可用性またはアプリケーションの可用性をテストするために使用でき、Telnet
または HTTPの接続時間をテストするのに役立ちます。

ターゲットがCiscoルータである場合、destination-port変数を使用して指定された任意のポート番
号への TCP接続が IP SLAによって確立されます。宛先が Cisco以外の IPホストである場合、既
知のターゲットポート番号を指定する必要があります（FTPの場合は 21、Telnetの場合は 23、
HTTPサーバの場合は 80など）。

Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリースでは、destination-port変数を使用して宛先ポート番号を
指定しない場合、レスポンダがターゲットデバイスのポート番号を選択し、送信側にそのポート

番号が送信されて動作中に使用されます。

動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
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除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

TCP接続動作を設定する前に、ターゲットルータで IP SLA Responderをイネーブルにする必要が
あります。

ネイティブに UDPまたは TCP接続サービスを提供しない Ciscoルータがターゲットデバイスの
場合には、制御プロトコルが必要です。動作パケットをターゲットルータに送信する前に、IP
SLAは制御メッセージを IP SLA Responderに送信して宛先ポートをイネーブルにします。このコ
マンドで control disableキーワードの組み合わせを使用して制御をディセーブルにする場合は、
宛先デバイスで ip sla responder tcp-connect ipaddressコマンドを使用してCisco IOS IPSLAResponder
の送信元 IPアドレスを定義する必要があります。

IP SLA TCP接続動作は、IPv4および IPv6両方のアドレスをサポートします。

___________________
例 次に、宛先 IPアドレス 172.16.1.175と宛先ポート 2400を使用して、IP SLA動作 11を TCP接続

動作として設定する例を示します。

ip sla 11
tcp-connect 172.16.1.175 2400
!
ip sla schedule 11 start-time now life forever

次に、宛先 IPv6アドレス 2001:0DB8:200::FFFEと宛先ポート 2400を使用して、IP SLA動作 12を
TCP接続動作として設定する例を示します。

ip sla 12
tcp-connect 2001:0DB8:200::FFFE
!
ip sla schedule 12 start-time now life forever

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

指定の IPアドレスおよびポートで、IP SLA
Responder機能を永続的にイネーブルにします。

ip sla responder tcp-connect ipaddress
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threshold（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作で作成されたネットワークモニタリング統計情報
の計算に使用する上限しきい値を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモード、自動
IP SLA MPLSコンフィギュレーションモード、IP SLA自動イーサネットコンフィギュレーショ
ンモード、IP SLAモニタコンフィギュレーションモード、または IP SLAテンプレートパラメー
タコンフィギュレーションモードの適切なサブモードで thresholdコマンドを使用します。デ
フォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

threshold milliseconds

no threshold

___________________
構文の説明

上昇しきい値が宣言されるまでに必要な時間の

長さ（ミリ秒（ms）単位）。範囲は 0～ 60000
です。デフォルトは 5000です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは 5000 msです。

___________________
コマンドモード DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）DLSwコンフィギュレーション

（config-ip-sla-dlsw）DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）イーサネットエコー
（config-ip-sla-ethernet-echo）イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）FTPコンフィギュ
レーション（config-ip-sla-ftp）HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）ICMPエコーコ
ンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）ICMPジッターコンフィギュレーション
（config-ip-sla-icmpjitter）ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）ICMP
パスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）TCP接続コンフィギュレーショ
ン（config-ip-sla-tcp）UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）UDPジッターコン
フィギュレーション（config-ip-sla-jitter）VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）VoIP
コンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

___________________
コマンドモード MPLSパラメータコンフィギュレーション（config-auto-ip-sla-mpls-params）

___________________
コマンドモード イーサネットパラメータコンフィギュレーション（config-ip-sla-ethernet-params）
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___________________
コマンドモード DHCPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dhcp）DLSwコンフィギュレーション

（config-sla-monitor-dlsw）DNSコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dns）FTPコンフィギュ
レーション（config-sla-monitor-ftp）HTTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-http）ICMP
エコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）ICMPパスエコーコンフィギュレーショ
ン（config-sla-monitor-pathEcho）ICMPパスジッターコンフィギュレーション
（config-sla-monitor-pathJitter）TCP接続コンフィギュレーション（config-sla-monitor-tcp）UDPエ
コーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）UDPジッターコンフィギュレーション
（config-sla-monitor-jitter）VoIPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-voip）

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）TCP接続コンフィギュレーショ

ン（config-tcp-conn-params）UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）UDP
ジッターコンフィギュレーション（config-udp-jtr-params）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネットパラ

メータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

•イーサネットパラメータ

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネットパラ

メータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T
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変更内容リリース

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネットパラ

メータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.1(1)T

___________________
使用上のガイドライン このコマンドには、timeoutコマンドに指定された値を超えて指定することはできません。

このコマンドで設定したしきい値は、Cisco IOS IP SLA動作によって作成されるネットワークモ
ニタリング統計情報の計算だけに使用されます。簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ト
ラップ通知の生成には使用されません。 IP SLASNMPトラップ通知の生成に使用されるしきい値
を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip sla reaction-configurationコマ
ンドを使用します。 Cisco IOS IP SLAエンジン 3.0の自動 IP SLAの場合、IP SLA SNMPトラップ
通知を生成するためのしきい値を設定するには、reactコマンドを使用します。

IP SLAユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッター動作の場合、threshold（IP SLA）コマ
ンドでは、平均ジッターの計算に使用される上限しきい値が設定されます。それ以外のすべての

IP SLA動作の場合、threshold（IP SLA）コマンドでは、ラウンドトリップ時間（RTT）の測定に
使用される上限しきい値が設定されます。 IP SLAでは、平均ジッターまたは RTTの測定値が指
定されたしきい値を超過した回数が計算されます。

frequency（IP SLA）、timeout（IP SLA）、および threshold（IP SLA）の各コマンドを設定する
前に、次のガイドラインについて検討してください。 IP SLA UDPジッター動作の場合は、次の
ガイドラインに従うことを推奨します。

• (frequency seconds ) > ((timeout milliseconds ) + N)

• (timeout milliseconds ) > (threshold milliseconds )

ここで、N = (num-packets number-of-packets ) * (interval interpacket-interval )です。 Cisco IOS IP
SLAエンジン 3.0を実行している場合、Nを定義する値を設定するには、num-packetsコマンドと
interval（params）コマンドを使用します。それ以外の場合、num-packets number-of-packetsおよ
び interval interpacket-intervalの値を設定するには、udp-jitterコマンドを使用します。

その他すべての IP SLA動作については、次の設定に関するガイドラインに従うことを推奨しま
す。

(frequency seconds ) > (timeout milliseconds ) > (threshold milliseconds )

threshold（IP SLA）コマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6
アドレスをサポートする IPSLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
によって異なります（「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA動作の設定を開始するために使用す
るコマンド」の表を参照）。 IP SLAラベルスイッチドパス（LSP）ヘルスモニタ動作を設定す
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る場合、Cisco IOSリリースに依存する情報については、「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA
LSPヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド」の表を参照してください。 IP
SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前には、IPSLA動作のタイプ（ユーザデータグ
ラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エ
コーなど）を設定する必要があります。

thresholdコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中のCisco IOS Releaseおよび設定さ
れている動作タイプによって異なります。

Cisco IOS IP SLAエンジン 3.0を実行している場合は、thresholdコマンドを使用する前に、IP SLA
テンプレートコンフィギュレーションモードでparametersコマンドを入力する必要があります。

表 15：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

IP SLAテンプレートコンフィ
ギュレーション

ip sla auto template15.1(1)T

表 16：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA LSP ヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

自動 IP SLA MPLSコンフィ
ギュレーション

auto ip sla mpls-lsp-monitor12.4(6)T、12.0(32)SY、
12.2(31)SB2、12.2(33)SRB、
12.2(33)SXH以降のリリース

___________________
例 次に、IP SLA ICMPエコー動作のしきい値を 2500に設定する例を示します。

___________________
例

ip sla 1
icmp-echo 172.16.1.176
threshold 2500
!
ip sla schedule 1 start-time now

___________________
例

ip sla monitor 1
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type echo protocol ipIcmpEcho 172.16.1.176
threshold 2500
!
ip sla monitor schedule 1 start-time now

___________________
例

Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 1
Router(config-tplt-icmp-ech)# parameters
Router(config-icmp-ech-params)# timeout 2500
Router(config-icmp-ech-params)# threshold 2500
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router#
00:02:26: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show
ip sla auto template type ip udp-echo
IP SLAs Auto Template: 1

Measure Type: udp-echo (control enabled)
Description:

.

.

.
Operation Parameters:

Request Data Size: 16 Verify Data: false
Timeout: 2500 Threshold: 2500

Statistics Aggregation option:
Hours of statistics kept: 2

History options:
History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLALSPヘルスモニタ動作の設定を開始し、
自動 IPSLAMPLSコンフィギュレーションモー
ドに移行します。

auto ip sla mpls-lsp-monitor

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IPSLAの動作の予防的しきい値モニタリングの
パラメータを設定します。

ip sla monitor reaction-configuration

IPSLAの動作の予防的しきい値モニタリングの
パラメータを設定します。

ip sla reaction-configuration
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説明コマンド

自動 IP SLA動作のテンプレートの応答と予防
的しきい値モニタリングパラメータを設定しま

す

react

IPSLA動作がその要求パケットからの応答を待
機する時間を設定します。

timeout
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timeout（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作が要求パケットからの応答を待機する時間を設定す
るには、IPSLAコンフィギュレーションモード、自動 IPSLAMPLSコンフィギュレーションモー
ド、IP SLA自動イーサネットコンフィギュレーションモード、IP SLAモニタコンフィギュレー
ションモード、または IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーションモードの適切な
サブモードで timeout（IP SLA）コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマン
ドの no形式を使用します。

timeout milliseconds

no timeout

___________________
構文の説明

要求パケットから応答を受信するまで動作が待

機する時間の長さ（ミリ秒（ms）単位）。範
囲は 0～ 604800000です。

milliseconds引数には、パケットの最大のラウン
ドトリップ時間（RTT）と IP SLA動作の処理
時間の合計に基づく値を指定することを推奨し

ます。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのタイムアウト値は、設定している IP SLA動作のタイプによって異なります。

___________________
コマンドモード DHCPコンフィギュレーション（config-ip-sla-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-ip-sla-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

イーサネットエコー（config-ip-sla-ethernet-echo）

イーサネットジッター（config-ip-sla-ethernet-jitter）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）
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マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

VCCVコンフィギュレーション（config-sla-vccv）

VoIPコンフィギュレーション（config-ip-sla-voip）

___________________
コマンドモード MPLSパラメータコンフィギュレーション（config-auto-ip-sla-mpls-params）

___________________
コマンドモード イーサネットパラメータコンフィギュレーション（config-ip-sla-ethernet-params）

___________________
コマンドモード DHCPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dhcp）

DLSwコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dlsw）

DNSコンフィギュレーション（config-sla-monitor-dns）

FTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）

TCP接続コンフィギュレーション（config-sla-monitor-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-jitter）

VoIPコンフィギュレーション（config-sla-monitor-voip）

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-icmp-jtr-params）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tcp-conn-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-udp-jtr-params）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネット

パラメータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

VCCVコンフィギュレーションモードが追加されました。12.2(33)SRC

次のコンフィギュレーションモードが追加されました。

•イーサネットエコー

•イーサネットジッター

•イーサネットパラメータ

• VCCV

12.2(33)SB

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネット

パラメータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.4(20)T

イーサネットエコー、イーサネットジッター、およびイーサネット

パラメータの各コンフィギュレーションモードが追加されました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコ
ンフィギュレーションモードが追加されました。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。マルチキャスト UDPジッターコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.4SG
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___________________
使用上のガイドライン milliseconds引数には、パケットの最大のラウンドトリップ時間（RTT）と IP SLA動作の処理時間

の合計に基づく値を指定することを推奨します。

動作が要求パケットからの応答を受信するまで待機する時間を設定するには、timeout（IPSLA）
コマンドを使用します。SLA動作が再起動する頻度を設定するには、frequency（IPSLA）コマン
ドを使用します。 timeout（IP SLA）コマンドには、frequency（IP SLA）コマンドに指定した値
よりも大きな値は指定できません。

frequency（IP SLA）、timeout（IP SLA）、および threshold（IP SLA）の各コマンドを設定する
前に、次のガイドラインについて検討してください。 IP SLAユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッター動作の場合は、次のガイドラインに従うことを推奨します。

• (frequency seconds ) > ((timeout milliseconds ) + N)

• (timeout milliseconds ) > (threshold milliseconds )

ここで、N = (num-packets number-of-packets ) * (interval interpacket-interval )です。 Cisco IOS IP
SLAエンジン 3.0を実行している場合、Nを定義する値を設定するには、num-packetsコマンドと
interval（params）コマンドを使用します。それ以外の場合、num-packets number-of-packetsおよ
び interval interpacket-intervalの値を設定するには、udp-jitterコマンドを使用します。

その他すべての IP SLA動作については、次の設定に関するガイドラインに従うことを推奨しま
す。

(frequency seconds ) > (timeout milliseconds ) > (threshold milliseconds )

timeout（IP SLA）コマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6
アドレスをサポートする IPSLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
によって異なります（「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA動作の設定を開始するために使用す
るコマンド」の表を参照）。 IP SLAラベルスイッチドパス（LSP）ヘルスモニタ動作を設定す
る場合は、Cisco IOSリリースに依存する情報については、「Cisco IOS Releaseに基づいて IP SLA
LSPヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド」の表を参照してください。 IP
SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前には、IPSLA動作のタイプ（ユーザデータグ
ラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エ
コーなど）を設定する必要があります。

timeoutコマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOS Releaseおよび設定さ
れている動作タイプによって異なります。

Cisco IOS IP SLAエンジン 3.0を実行している場合は、timeoutコマンドを使用する前に、IP SLA
テンプレートコンフィギュレーションモードでparametersコマンドを入力する必要があります。
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表 17：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(33)SXI以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

IP SLAテンプレートコンフィ
ギュレーション

ip sla auto template15.1(1)T

表 18：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA LSP ヘルスモニタ動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

自動 IP SLA MPLSコンフィ
ギュレーション

auto ip sla mpls-lsp-monitor12.4(6)T、12.0(32)SY、
12.2(31)SB2、12.2(33)SRB、
12.2(33)SXH以降のリリース

___________________
例 次に、IP SLA動作 1のタイムアウト値を 2500 msに設定する例を示します。

___________________
例

ip sla 1
icmp-echo 172.16.1.176
timeout 2500
!
ip sla schedule 1 start-time now

___________________
例

ip sla monitor 1
type echo protocol ipIcmpEcho 172.16.1.176
timeout 2500
!
ip sla monitor schedule 1 start-time now

___________________
例

Router(config)#ip sla auto template type ip icmp-echo 1
Router(config-tplt-icmp-ech)#parameters
Router(config-icmp-ech-params)#timeout 2500
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Router(config-icmp-ech-params)#end
Router#
00:02:26: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show
ip sla auto template type ip udp-echo
IP SLAs Auto Template: 1

Measure Type: udp-echo (control enabled)
Description:

.

.

.
Operation Parameters:

Request Data Size: 16 Verify Data: false
Timeout: 2500 Threshold: 5000

Statistics Aggregation option:
Hours of statistics kept: 2

History options:
History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLALSPヘルスモニタ動作の設定を開始し、
自動 IPSLAMPLSコンフィギュレーションモー
ドに移行します。

auto ip sla mpls-lsp-monitor

IP SLA動作が再起動する頻度を設定します。frequency

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor
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timeout（IP SLA ビデオ）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ビデオ動作が要求パケットに対する応答を待機する時間
を設定するには、IP SLAビデオコンフィギュレーションモードで timeoutコマンドを使用しま
す。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

timeout milliseconds

no timeout milliseconds

___________________
構文の説明

要求パケットから応答を受信するまで動作が待

機する時間の長さ（ミリ秒（ms）単位）。範
囲は0～604800000です。デフォルト値は5000
です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト IP SLAビデオ動作が要求パケットに対する応答を 5000 ms待機します。

___________________
コマンドモード IP SLAビデオコンフィギュレーション（config-ip-sla-video）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOSRelease 15.2(2)Tに統合されました。15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されまし
た。

15.1(1)SG

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.3SG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IPSLAビデオ動作のビデオプロファイルのタイムアウト値をデフォルト（5000

ms）から指定した値に変更します。

タイムアウト値は frequency（IP SLAビデオ）コマンドの値よりも小さく、threshold（IP SLAビ
デオ）コマンドの値よりも大きくする必要があります。次のガイドラインは、ビデオプロファイ

ルの頻度、タイムアウトとしきい値設定を設定する場合に推奨されます。
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(frequency seconds) > (timeout milliseconds) > (threshold milliseconds)

timeout（IP SLAビデオ）コマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。

すべての Cisco IOS IP SLA動作または指定した動作のデフォルトをすべて含めて設定値を表示す
るには、show ip sla configurationコマンドを使用します。

___________________
例 次に、IP SLAビデオ動作を 45秒でタイムアウトするように設定する例を示します。

Router(config-term)# ip sla 10
Router(config-ip-sla)# video 192.168.2.10 555 source-ip 192.168.2.17 source-port 24 profile
iptv
Router(config-ip-sla-video)# duration 40
Router(config-ip-sla-video)# frequency 90
Router(config-ip-sla-video)# timeout 45000
Router(config-ip-sla-video)# threshold 40000
Router(config-ip-sla-video)# end
Router#
4d23h: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console

Router# show ip sla configuration 10
IP SLAs Infrastructure Engine-III
Entry number: 10
Owner:
Tag:
Operation timeout (milliseconds): 45000
Type of operation to perform: video
Video profile name: IPTV
Target address/Source address: 192.168.2.10/192.168.2.17
Target port/Source port: 555/24
Vrf Name:
Control Packets: enabled
Schedule:

Operation frequency (seconds): 90 (not considered if randomly scheduled)
Next Scheduled Start Time: Pending trigger
Group Scheduled : FALSE
Randomly Scheduled : FALSE
Life (seconds): 3600
Entry Ageout (seconds): never
Recurring (Starting Everyday): FALSE
Status of entry (SNMP RowStatus): notInService

Threshold (milliseconds): 40000
Distribution Statistics:

Number of statistic hours kept: 2
Number of statistic distribution buckets kept: 1
Statistic distribution interval (milliseconds): 20

Enhanced History:

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLAビデオ動作に対してプラットフォームが
支援するビデオトラフィックが生成される時間

を設定します。

duration（IP SLAビデオ）

IP SLAビデオ動作を繰り返す間隔を設定しま
す。

frequency（IP SLAビデオ）

IPSLAのすべての動作または指定した動作のデ
フォルトを含めた設定値を表示します。

show ip sla configuration
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説明コマンド

IP SLAビデオ動作によって作成されるネット
ワークモニタリング統計情報を計算するための

上限しきい値を設定します。

threshold（IP SLAビデオ）
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traffic-class（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作の IPv6ヘッダーのトラフィッククラスフィールド
を定義するには、IP SLAコンフィギュレーションモードまたは IP SLAモニタコンフィギュレー
ションモードの適切なサブモードで traffic-class（IP SLA）コマンドを使用します。デフォルト
値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

traffic-class number

no traffic-class

___________________
構文の説明 IPv6ヘッダーのトラフィッククラスフィール

ドの値。値の範囲は 0～ 255（16進の FF）で
す。 16進表記であることを示すには、この値
の前に「0x」を付けます。デフォルトは 0で
す。

number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのトラフィッククラス値は 0です。

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

コンフィギュレーションモードは、設定されている動作タイプによって異なります。（注）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSRelease12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T
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___________________
使用上のガイドライン トラフィッククラス値は、IPv6パケットヘッダーの 8ビットのフィールドに格納され、IPv6ト

ラフィッククラスを指定します。このフィールドは、tos（IP SLA）コマンドを使用して IPv4パ
ケットヘッダーに設定される IPv4タイプオブサービス（ToS）フィールドに似ています。ただ
し、2つのフィールドでは異なるコードが使用されます。

traffic-classコマンドは、IPv6ネットワークでのみサポートされます。 IPv4ネットワークで
Cisco IOS IP SLA動作の IPv4ヘッダーに ToSバイトを定義するには、tos（IP SLA）コマンド
を使用します。

（注）

動作のトラフィッククラス値が定義されている場合は、IP SLA Responderが受信するトラフィッ
ククラス値が反映されます。

すべての Cisco IOS IP SLA動作または指定した動作のトラフィッククラス値を表示するには、
show ip sla configurationコマンドを使用します。

___________________
例 次の IPv6ネットワークの例では、IP SLA動作 1が、宛先 IPv6アドレスが 2001:DB8:100::1のイン

ターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコー動作として設定されています。 IPv6ヘッ
ダーのトラフィッククラスフィールドの値は、0x80に設定されています。

ip sla 1
icmp-echo 2001:DB8:100::1
traffic-class 0x80
!
ip sla schedule 1 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

すべての Cisco IOS IP SLA動作または指定した
動作の設定値を、すべてのデフォルト値を含め

て表示します。

show ip sla configuration

IPv4ネットワークで Cisco IP SLA動作の IPv4
ヘッダーに ToS値を定義します。

tos（IP SLA）
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udp-echo
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ユーザデータグラムプロトコル（UDP）エコー動作を
定義するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで udp-echoコマンドを使用します。

udp-echo {destination-ip-address| destination-hostname} destination-port [source-ip {ip-address| hostname}
source-port port-number] [control {enable| disable}]

___________________
構文の説明

動作の宛先 IPv4または IPv6アドレスあるいは
ホスト名。

destination-ip-address | destination-hostname

宛先ポート番号を指定します。指定できる範囲

は 1～ 65535です。

• Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリース
では、ポート番号を指定しない場合、

destination-port変数の値はレスポンダで選
択されます。

destination-port

（任意）送信元 IPv4または IPv6アドレスある
いはホスト名を指定します。送信元 IPアドレ
スまたはホスト名が指定されていない場合、IP
SLAでは、宛先に最も近い IPアドレスが選択
されます。

source-ip {ip-address | hostname}

（任意）送信元ポートの番号を指定します。

ポート番号が指定されていない場合は、IPSLA
によって使用可能な UDPポートが選択されま
す。

source-port port-number

（任意）動作パケットを送信する前に IP SLA
Responderに制御メッセージを送信する IP SLA
制御プロトコルをイネーブルまたはディセーブ

ルにします。

デフォルトでは、IPSLA制御メッセージが宛先
デバイスに送信され、IP SLA Responderとの接
続が確立します。

control enable | disable

___________________
コマンドデフォルト 設定する動作番号には、IP SLA動作タイプは関連付けられません。___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 typeudpEchodest-ipaddrコマンドが、
このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。 type
udpEchodest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SRB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 type
udpEchodest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

IPv6アドレスのサポートが追加されました。

12.2(33)SB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 type
udpEchodest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。ポート番号を指定しない場合、

destination-port変数の値はレスポンダで選択されます。
15.2(3)T

___________________
使用上のガイドライン 動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル

（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリースでは、destination-port変数を使用して宛先ポート番号を
指定しない場合、レスポンダがターゲットデバイスのポート番号を選択し、送信側にそのポート

番号が送信されて動作中に使用されます。

IP SLA UDPエコー動作は、IPv4および IPv6両方のアドレスをサポートします。

ネイティブに UDPまたは TCP接続サービスを提供しない Ciscoルータがターゲットデバイスの
場合には、制御プロトコルが必要です。 control disableキーワードの組み合わせを使用して制御
をディセーブルにする場合は、宛先デバイスで ip sla responder udp-echo ipaddressコマンドを使
用して Cisco IOS IP SLA Responderの送信元 IPアドレスを定義する必要があります。
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___________________
例 次に、宛先 IPv4アドレス 172.16.1.175と宛先ポート番号 2400を使用して、IP SLA動作 12をUDP

エコー動作として設定する例を示します。

ip sla 12
udp-echo 172.16.1.175 2400
!
ip sla schedule 12 start-time now life forever

次に、宛先 IPv6アドレス 2001:DB8:100::1と宛先ポート番号 2400を使用して、IP SLA動作 13を
UDPエコー動作として設定する例を示します。

ip sla 13
udp-echo 2001:DB8:100::1 2400
!
ip sla schedule 13 start-time now life forever

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

指定の IPアドレスおよびポートで、IP SLA
Responder機能を永続的にイネーブルにします。

ip sla responder udp-echo ipaddress
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udp-jitter
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッター動作
または IP SLAマルチキャスト UDPジッター動作を設定し、UDPジッターまたはマルチキャスト
UDPジッターコンフィギュレーションモードを開始するには、IP SLAコンフィギュレーション
モードで udp-jitterコマンドを使用します。

udp-jitter {destination-ip-address| destination-hostname} destination-port [endpoint-list [ endpoint-list ]]
[ssm] [source-ip {ip-address| hostname}] [source-port port-number] [control {enable| disable}]
[num-packets number-of-packets] [interval interpacket-interval]

___________________
構文の説明

宛先 IPv4または IPv6アドレスあるいはホスト
名。

•マルチキャストUDPジッター動作の場合、
これはマルチキャスト IPアドレスである
必要があります。

destination-ip-address | destination-hostname

宛先ポート番号を指定します。指定できる範囲

は 1～ 65535です。

• Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリース
では、ポート番号を指定しない場合、

destination-port変数のデフォルト値である
10000がレスポンダで選択されます。

destination-port

（任意）マルチキャスト UDPジッター動作の
場合は必須。マルチキャスト UDPジッター動
作に対してエンドポイントのリストの一意な ID
を指定します。

endpint-list endpoint-list

（任意）マルチキャスト UDPジッター動作の
場合のみ。送信元 IPアドレスが送信元に固有
のマルチキャストアドレスであることを指定し

ます。

このキーワードを使用する場合、

source-ip ip-addressキーワードと引数
の組み合わせが必要です。

（注）

ssm
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（任意）送信元 IPv4または IPv6アドレスある
いはホスト名を指定します。送信元 IPアドレ
スまたはホスト名が指定されていない場合、IP
SLAでは、宛先に最も近い IPアドレスが選択
されます。

ssmキーワードを使用する場合、
source-ip ip-addressキーワードと引数
の組み合わせが必要です。 ip-address
引数の値は、SSMアドレスである必
要があります

（注）

source-ip {ip-address | hostname}

（任意）送信元ポートの番号を指定します。

ポート番号を指定しない場合、IPSLAは利用可
能なポートを選択します。

source-port port-number

（任意）IP SLAResponderへの IP SLA制御メッ
セージの送信をイネーブルまたはディセーブル

にします。

デフォルトでは、IPSLA制御メッセージが宛先
デバイスに送信され、IP SLA Responderとの接
続が確立します。

このキーワードの組み合わせはマル

チキャストUDPジッター動作ではサ
ポートされません。

（注）

control { enable | disable}

（任意）パケット数を指定します。デフォルト

は 10です。
num-packets number-of-packets

（任意）パケット間の間隔をミリ秒単位で指定

します。デフォルトは 20です。
interval interpacket-interval

___________________
コマンドデフォルト 設定されている動作に対して IP SLA動作タイプは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）

___________________
コマンド履歴

このコマンドが導入されました。 type jitter dest-ipaddrコマンドが、
このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY
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このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRBに統合されました。
type jitter dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられまし
た。

12.2(33)SRB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.2(33)SRC

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SBに統合されました。 type
jitter dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

IPv6アドレスのサポートが追加されました。

12.2(33)SB

IPv6アドレスのサポートが追加されました。12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 type
jitter dest-ipaddrコマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。ポート番号を指定しない場合、

destination-port変数のデフォルトポート番号はレスポンダで選択されま
す。

15.2(3)T

このコマンドが変更されました。マルチキャストUDPジッター動作に
対するサポートが追加されました。 endpoint-list引数およびオプション
の ssmキーワードは、マルチキャストUDPジッター動作用だけに追加
されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.4SG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、IP SLA UDP Plus動作を設定し、UDPジッターコンフィギュレーションモード

に移行します。 UDP Plus動作は、UDPエコー動作のスーパーセットです。 UDP Plus動作では、
UDPラウンドトリップ時間に加えて、方向ごとのパケット損失とジッターが測定されます。ジッ
ターとは、パケット間の遅延のばらつきです。ジッター統計情報は、Voice over IP（VoIP）ネッ
トワークでトラフィックを分析する場合に役立ちます。

destination-ip-address引数に IPマルチキャストアドレスを指定したこのコマンドは、IP SLAマル
チキャスト UDPジッター動作を設定し、マルチキャスト UDPジッター動作のコンフィギュレー
ションモードを開始します。 endpoint-list endpoint-listキーワードおよび引数は、設定されたマル
チキャスト UDPジッター動作で使用されるマルチキャストレスポンダのエンドポイントのリス
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トを識別します。マルチキャストレスポンダのリストを設定するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで ip sla endpoint-listコマンドを使用します。

動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。

UDPジッター動作を設定する前に、ターゲットルータで IP SLAResponderをイネーブルにする必
要があります。動作パケットをターゲットルータに送信する前に、IP SLAは制御メッセージを
IP SLA Responderに送信して宛先ポートをイネーブルにします。ネイティブに UDPまたは TCP
接続サービスを提供しない Ciscoルータがターゲットデバイスの場合には、制御プロトコルが必
要です。このコマンドで control disableキーワードの組み合わせを使用して制御をディセーブル
にする場合は、宛先デバイスで ip sla responder udp-echo ipaddressコマンドを使用して Cisco IOS
IP SLA Responderの送信元 IPアドレスを定義する必要があります。

マルチキャスト UDPジッター動作の場合：制御がマルチキャスト UDPジッター動作に対して常
にイネーブルになるため、controlキーワードは、マルチキャスト UDPジッター動作に対してサ
ポートされません。

IP SLA UDPジッター動作のデフォルトの要求パケットデータサイズは 32バイトです。この値
を変更するには、request-data-sizeコマンドを使用します。

Cisco IOS Release 15.2(3)T以降のリリースでは、destination-port変数を使用して宛先ポート番号を
指定しない場合、レスポンダから送信側にデフォルトポート番号（10000）が送信されて、動作
中に使用されます。

IP SLA UDPジッター、およびマルチキャストUDPジッター動作は、IPv4と IPv6の両方のアドレ
スをサポートします。

IP SLA VoIP UDPジッター（コーデック）動作

udp-jitterコマンドのコマンド構文でコーデックを指定した場合、標準の設定オプションがコー
デック固有のキーワードと引数に置き換えられます。コーデック固有のコマンド構文は、udp-jitter
コマンドの標準実装のコマンド構文とは別に文書化されています。コーデック固有のコマンド構

文の詳細については、udp-jitter（コーデック）コマンドのマニュアルを参照してください。

___________________
例 次に、宛先 IPv4アドレス 172.30.125.15、宛先ポート番号 2000、パケット数 20、およびパケット

間間隔 20 msを使用して、動作 6を UDPジッター動作として設定する例を示します。
ip sla 6
udp-jitter 172.30.125.15 2000 num-packets 20 interval 20
!
ip sla schedule 6 start-time now

次に、宛先 IPv6アドレス 2001:0DB8:200::FFFE、宛先ポート番号 2000、パケット数 20、およびパ
ケット間間隔 20 msを使用して、動作 7を UDPジッター動作として設定する例を示します。
ip sla 7
udp-jitter 2001:0DB8:200::FFFE 2000 num-packets 20 interval 20
!
ip sla schedule 7 start-time now
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次に、マルチキャスト UDPジッター動作を設定する例を示します。宛先デバイスの IPアドレス
がマルチキャストアドレスであることに注意してください。

ip sla 2
udp-jitter 239.1.1.1 5000 mcast source-ip 10.10.10.106 source-port 7012 num-packets 50
interval 25
!
ip sla schedule 2 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

制御メッセージのパラメータを設定します。control（IP SLA）

名前を IP SLAエンドポイントのリストに割り
当て、IP SLAエンドポイントリストコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

ip sla endpoint-list

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

指定の IPアドレスおよびポートで、IP SLA
Responder機能を永続的にイネーブルにします。

ip sla responder udp-echo ipaddress

IP SLA動作の要求パケットのペイロードサイ
ズを設定します。

request-data-size

VoIPスコアを返す IP SLA UDPジッター動作を
設定します。

udp-jitter（コーデック）
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udp-jitter（コーデック）
Voice over IP（VoIP）スコアを返す Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）ユーザデータグラ
ムプロトコル（UDP）ジッター動作を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで
udp-jitterコマンドを使用します。

udp-jitter {destination-ip-address| destination-hostname} destination-port codec codec-type
[codec-numpackets number-of-packets] [codec-size number-of-bytes] [codec-interval milliseconds]
[advantage-factor value] [source-ip {ip-address| hostname}] [source-port port-number] [control {enable|
disable}]

___________________
構文の説明

宛先 IPアドレスまたはホスト名を指定します。

•マルチキャストUDPジッター動作の場合、
これはマルチキャスト IPアドレスである
必要があります。

destination-ip-address | destination-hostname

宛先ポート番号を指定します。 UDPジッター
（コーデック）動作の場合、ポート番号は16384
～ 32766または 49152～ 65534の範囲の偶数で
ある必要があります。

destination-port
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Calculated Planning Impairment Factor（ICPIF）値
および平均オピニオン評点（MOS）値の形式で
の推定音声品質スコアの生成をイネーブルにし

ます。コーデックタイプは、VoIP伝送に使用
している符号化アルゴリズムと一致する必要が

あります。

使用可能な codec-typeキーワードは次のとおり
です。

• g711alaw：G.711 a-lawコーデック（64 kbps
伝送）

• g711ulaw：G.711 muHmm-lawコーデック
（64 kbps伝送）

• g729a：G.729Aコーデック（8 kbps伝送）

コーデックタイプを設定すると、このコマンド

の各変数（codec-numpackets、codec-size、およ
び codec-interval）のデフォルト値が設定されま
す。詳細については、以降の「デフォルトの

UDPジッター動作パラメータ（コーデックタ
イプ別）」の表を参照してください。

codec codec-type

（任意）各動作で送信されるパケット数を指定

します。値の範囲は 1～ 60000です。デフォ
ルト値は 1000です。

codec-numpackets number-of-packets

（任意）送信される各パケットのバイト数を指

定します（ペイロードサイズまたは要求サイ

ズと呼ばれることもあります）。値の範囲は16
～ 1500です。デフォルトはコーデックによっ
て異なります（以降の「デフォルトのUDPジッ
ター動作パラメータ（コーデックタイプ別）」

の表を参照）。

codec-size number-of-bytes

動作に使用される各パケットの間隔（遅延）を

ミリ秒（ms）単位で指定します。値の範囲は
1～ 60000です。デフォルトは 20です。

codec-interval milliseconds
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ICPIF計算に使用する期待係数を指定します。
この値が測定された障害値から差し引かれ、最

終的な ICPIF値（および対応するMOS値）が
算出されます。推奨値については、「使用上の

ガイドライン」の項を参照してください。指定

できる範囲は 0～ 20です。デフォルトは 0で
す。

advantage-factor value

（任意）マルチキャスト UDPジッター動作の
場合のみ。送信元 IPアドレスが送信元に固有
のマルチキャストアドレスであることを指定し

ます。

このキーワードを使用する場合、

source-ip ip-addressキーワードと引数
の組み合わせが必要です。

（注）

ssm

（任意）送信元 IPv4または IPv6アドレスある
いはホスト名を指定します。送信元 IPアドレ
スまたはホスト名が指定されていない場合、IP
SLAでは、宛先に最も近い IPアドレスが選択
されます。

ssmキーワードを使用する場合、
source-ip ip-addressキーワードと引数
の組み合わせが必要です。 ip-address
引数の値は、SSMアドレスである必
要があります

（注）

source-ip {ip-address | hostname}

（任意）IP SLAResponderへの IP SLA制御メッ
セージの送信をイネーブルまたはディセーブル

にします。

デフォルトでは、IPSLA制御メッセージが宛先
デバイスに送信され、IP SLA Responderとの接
続が確立します。

デフォルトでは、制御メッセージはイ

ネーブルです。 UDPジッター動作の
IP SLA制御メッセージをディセーブ
ルにすることは推奨できません。 IP
SLA制御メッセージをディセーブルに
すると、パケット損失の統計情報と

IPテレフォニースコアが正確に生成
されなくなります。

（注）

control {enable | disable}

___________________
コマンドデフォルト 設定する動作番号には、IP SLA動作タイプは関連付けられません。
___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション（config-ip-sla）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。 type jitter dest-ipaddr（コーデック）
コマンドが、このコマンドに置き換えられました。

12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(32)SYに統合されました。12.0(32)SY

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。 type
jitter dest-ipaddr（コーデック）コマンドが、このコマンドに置き換え
られました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されました。 type
jitter dest-ipaddr（コーデック）コマンドが、このコマンドに置き換え
られました。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。 type
jitter dest-ipaddr（コーデック）コマンドが、このコマンドに置き換え
られました。

12.2(33)SXI

このコマンドが変更されました。 VoIP用のマルチキャスト UDPジッ
ター動作に対するサポートが追加されました。 ssmキーワードは、マル
チキャスト UDPジッター動作だけに対して追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.8S

___________________
使用上のガイドライン udp-jitterコマンドのコマンド構文でコーデックを指定した場合、標準の設定オプションがコー

デック固有のキーワードと引数に置き換えられます。コーデック固有のコマンド構文は、udp-jitter
コマンドの標準実装のコマンド構文とは別に文書化されています。標準実装のコマンド構文の詳

細については、udp-jitterコマンドのマニュアルを参照してください。

UDPジッター（コーデック）動作を設定する前に、ターゲットルータで IP SLA Responderをイ
ネーブルにする必要があります。動作パケットをターゲットルータに送信する前に、IP SLAは
制御メッセージを IP SLA Responderに送信して宛先ポートをイネーブルにします。

動作の他のパラメータを設定する前に、IP SLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ジッターまたはインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定
する必要があります。既存の IP SLA動作の動作タイプを変更するには、最初に IP SLA動作を削
除し（no ip slaグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用）、新しい動作タイプで動作
を再設定する必要があります。
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endpoint-list引数は、設定されたマルチキャスト UDPジッター動作で使用されるマルチキャスト
レスポンダのエンドポイントのリストを識別します。マルチキャストレスポンダのリストを設定

するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip sla endpoint-listコマンドを使用しま
す。

IP SLA VoIP UDPジッター（コーデック）統計情報

IP SLA UDPジッター動作は、指定された頻度 fで、指定された送信元ルータから指定されたター
ゲットルータに、サイズ sの n個の UDPパケットを tミリ秒間隔で送信して統計情報を計算しま
す。

MOSスコアと ICPIFスコアを生成するには、UDPジッター動作を設定するときに、接続に使用す
るコーデックタイプを指定します。動作に設定したコーデックタイプに基づいて、パケット数

（n）、各ペイロードのサイズ（s）、パケット間間隔（t）、および動作の頻度（f）がデフォルト
値に自動設定されます。（固有の詳細については、「デフォルトの UDPジッター動作パラメー
タ（コーデックタイプ別）」の表を参照）。ただし、必要な場合は、udp-jitter（コーデック）コ
マンドの構文でこれらのパラメータを手動で設定することもできます。

次の表に、コーデックによる動作に設定されるデフォルトパラメータを示します。

表 19：デフォルトの UDP ジッター動作パラメータ（コーデックタイプ別）

動作の頻度（f）デフォルトのパ

ケット間間隔（t）
[codec-interval]

パケットペイロー

ド（s）
[codec-size]1

デフォルトのパ

ケット数（n）
[codec-
numpackets]

コーデック

60秒に 1回20 ms160バイト1000G.711 mu-law
（g711ulaw）

60秒に 1回20 ms160バイト1000G.711 a-law
（g711alaw）

60秒に 1回20 ms20バイト1000G.729A（g729a）

1
各要求パケットの実際のデータサイズには、RTP/UDP/IP/レイヤ 2プロトコルスタックをシミュレートするための、12バイトのリアルタイム
転送プロトコル（RTP）ヘッダーデータが含まれます。

たとえば、g711ulawコーデックの特性を使用する UDPジッター動作を設定した場合、動作はデ
フォルトで 1分に 1回（f）送信されます。各動作は 1000パケット（n）で構成され、各パケット
は 160バイト（プラス 12ヘッダーバイト）の合成データ（s）を含み、20 ms間隔（t）で送信さ
れます。

advantage-factor valueキーワードおよび引数を使用して、アクセスアドバンテージ係数（期待係
数とも呼ばれる）を指定できます。次の表は ITU-T勧告 G.113を改良したもので、アドバンテー
ジ係数の暫定最大値のセットを、提供されるサービスごとに定義しています。
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表 20：アドバンテージ係数の推奨最大値

アドバンテージ/期待係数の最大値（A）：通信サービス

0通常の有線通信（陸線）

5建物内のモビリティ（セルラー接続）

10地域内または車内のモビリティ

20到達困難な場所へのアクセス（マルチホップ衛

星接続を介したアクセスなど）

これらの値は推奨値に過ぎません。意味のあるものにするには、アドバンテージ/期待係数（A）
と特定のアプリケーションで選択した係数値を、採用する任意のプランニングモデルで一貫して

使用する必要があります。ただし、上の表の値は、Aの絶対的な上限と見なす必要があります。
IP SLA UDPジッター動作のデフォルトのアドバンテージ/期待係数は常に 0です。

___________________
例 次に、宛先 IPアドレス 209.165.200.225と宛先ポート番号 3000を使用して、IP SLA動作 10をUDP

ジッター（コーデック）動作として設定する例を示します。この動作は、G.711 a-lawコーデック
の特性を使用するように設定されています。つまり、この動作は1000パケットで構成され、各パ
ケットは 172バイト（160プラス 12ヘッダーバイト）で、20 ms間隔で送信されます。アドバン
テージ係数と動作頻度には、デフォルト値が使用されます。

ip sla 10
udp-jitter 209.165.200.225 3000 codec g711alaw
!
ip sla schedule 10 start-time now

___________________
関連コマンド

説明コマンド

名前を IP SLAエンドポイントのリストに割り
当て、IP SLAエンドポイントリストコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

ip sla endpoint-list

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IP SLA UDPジッター動作を設定します。udp-jitter
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verify-data（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作で各応答パケットのデータ破損をチェックするに
は、IP SLAコンフィギュレーションモード、IP SLAモニタコンフィギュレーションモード、ま
たは IP SLAテンプレートパラメータコンフィギュレーションモードの適切なサブモードで
verify-data（IP SLA）コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドのno形式
を使用します。

verify-data

no verify-data

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト データの破損はチェックされません。

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-jitter）

___________________
コマンドモード ICMPエコーコンフィギュレーション（config-icmp-ech-params）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-udp-ech-params）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-udp-jtr-params）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートパラメータコ
ンフィギュレーションモードが追加されました。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。マルチキャストUDPジッターコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.8S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(2)SGに統合されました。15.1(2)SG

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.4SGに統合されました。Cisco IOSXERelease 3.4SG

___________________
使用上のガイドライン verify-data（IP SLA）コマンドは、データ破損が問題になる可能性がある場合にだけ使用してく

ださい。通常の動作中にこの機能をイネーブルにしないでください。不要なネットワークオー

バーヘッドが発生する可能性があります。

verify-dataコマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。 IPv6アドレスをサポートする IP
SLA動作を設定しているときに、このコマンドを使用することもできます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。 IP SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前に
は、IPSLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネッ
ト制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

verify-data（IP SLA）コマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中のCisco IOSリリース
（下表を参照）および設定されている動作タイプによって異なります。

Cisco IOS IP SLAエンジン 3.0を実行している場合は、verify-dataコマンドを使用する前に、IP
SLAテンプレートコンフィギュレーションモードで parametersコマンドを入力する必要があり
ます。
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表 21：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB以降
のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH

IP SLAテンプレートコンフィ
ギュレーション

ip sla auto template15.1(1)T

___________________
例 次に、データ破損の各応答パケットを確認するために、IP SLA ICMPエコー動作を設定する例を

示します。 IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco
IOSリリース（下表を参照）によって異なることに注意してください。

___________________
例

ip sla 5
icmp-echo 172.16.1.174
verify-data
!
ip sla schedule 5 start-time now life forever

___________________
例

ip sla monitor 5
type echo protocol ipIcmpEcho 172.16.1.174
verify-data
!
ip sla monitor schedule 5 start-time now life forever

___________________
例

Router(config)#ip sla auto template type ip icmp-echo 5
Router(config-tplt-icmp-ech)#parameters
Router(config-icmp-ech-params)#verify-dat
a
Router(config-icmp-ech-params)#end
Router#
00:02:26: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo 5
IP SLAs Auto Template: 5

Measure Type: icmp-echo
Description:

.

.

.
Operation Parameters:
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Request Data Size: 28 Verify Data: true
Timeout: 5000 Threshold: 5000

Statistics Aggregation option:
Hours of statistics kept: 2

History options:
History filter: none
Max number of history records kept: 15
Lives of history kept: 0

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

自動 IPSLA動作テンプレートの設定を開始し、
IP SLAテンプレートコンフィギュレーション
モードに移行します。

ip sla auto template

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor
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vrf（IP SLA）
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作を使用して、マルチプロトコルラベルスイッチン
グ（MPLS）バーチャルプライベートネットワーク（VPN）内のモニタリングを許可するには、
IP SLAコンフィギュレーションモード、IP SLAモニタコンフィギュレーションモード、または
IP SLAテンプレートコンフィギュレーションモードの適切なサブモードで vrfコマンドを使用し
ます。

vrf vrf-name

___________________
構文の説明 VPNルーティング/転送（VRF）名。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト IP SLA動作には、MPLS VPNパラメータは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

DNSコンフィギュレーション（config-ip-sla-dns）

FTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-ftp）

HTTPコンフィギュレーション（config-ip-sla-http）

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-echo）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-icmpjitter）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-pathJitter）

マルチキャスト UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-multicast-jitter-oper）

TCP接続コンフィギュレーション（config-ip-sla-tcp）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-ip-sla-udp）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-ip-sla-jitter）

ビデオコンフィギュレーション（config-ip-sla-video）

IP SLAモニタコンフィギュレーション

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-echo）

ICMPパスエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathEcho）

ICMPパスジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-pathJitter）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-sla-monitor-udp）
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UDPジッターコンフィギュレーション（config-sla-monitor-jitter）

IP SLAテンプレートコンフィギュレーション

ICMPエコーコンフィギュレーション（config-tplt-icmp-ech）

ICMPジッターコンフィギュレーション（config-tplt-icmp-ech）

TCP接続コンフィギュレーション（config-tplt-tcp-conn）

UDPエコーコンフィギュレーション（config-tplt-udp-ech）

UDPジッターコンフィギュレーション（config-tplt-udp-ech）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

SAA Engine IIで構文が vrfNameから vrfに変更されました。12.2(11)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(26)Sに統合されました。この
コマンドが ICMPパスジッター動作でもサポートされました。

12.0(26)S

このコマンドが ICMPパスジッター動作でサポートされました。12.3(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(20)Sに統合されました。この
コマンドが ICMPパスジッター動作でもサポートされました。

12.2(20)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(27)SBCに統合されました。12.2(27)SBC

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが IP SLA DNS、FTP、HTTP、および TCP接続動作でサ
ポートされました。

12.4(20)T

このコマンドが変更されました。 IP SLAテンプレートコンフィギュ
レーションモードが追加されました。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。 IPSLAビデオコンフィギュレーショ
ンモードのサポートが追加されました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.2(2)Tに統合されました。15.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SGに統合されました。15.1(1)SG
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.3SGに統合されました。Cisco IOS XE Release
3.3SG

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.1(1)SYに統合されました。15.1(1)SY

このコマンドが変更されました。マルチキャスト UDPジッターコン
フィギュレーションモードが追加されました。

15.2(4)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.3(1)Sに統合されました。15.3(1)S

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 3.8Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.8S

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、設定された動作の VPNを識別します。

VPNトンネル経由の応答時間を測定する必要がある場合のみ、このコマンドを使用します。

ICMPパスジッター動作で vrfコマンドを使用する場合は、送信元 IPアドレスまたはホスト名を
指定する必要があります。

vrf（IP SLA）コマンドは、IPv4ネットワークでサポートされます。このコマンドは、IPv6アド
レスをサポートする IP SLA動作を設定するために IPv6ネットワークでもサポートされます。

Cisco IOS Releaseごとの IP SLA動作の設定

IP SLA動作の設定を開始するために使用する Cisco IOSコマンドは、実行中の Cisco IOSリリース
（下表を参照）によって異なります。 IP SLA動作の他のいずれのパラメータでも設定する前に
は、IPSLA動作のタイプ（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ジッターまたはインターネッ
ト制御メッセージプロトコル（ICMP）エコーなど）を設定する必要があります。

vrf（IP SLA）コマンドのコンフィギュレーションモードは、実行中の Cisco IOSリリース（下表
を参照）および設定されている動作タイプによって異なります。

表 22：Cisco IOS Release に基づいて IP SLA 動作の設定を開始するために使用するコマンド

開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAコンフィギュレーショ
ン

ip sla12.4(4)T、12.0(32)SY、
12.2(33)SRB、12.2(33)SB、
12.2(58)SE以降のリリース

IP SLAモニタコンフィギュ
レーション

ip sla monitor12.3(14)T、12.4、12.4(2)T、
12.2(31)SB2、または
12.2(33)SXH
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開始されるコマンドモードグローバルコンフィギュレー

ションコマンド

Cisco IOS リリース

IP SLAテンプレートコンフィ
ギュレーション

ip sla auto template15.1(1)T

___________________
例 次の例は、MPLSVPNの IP SLA動作を設定する例を示します。これらの例は、2つのエンドポイ

ント間の既存の VPNトンネルでテストトラフィックを送信する方法を示しています。

___________________
例 ip sla 1

icmp-echo 10.1.1.1
vrf vpn1
!
ip sla schedule 1 start now

___________________
例 ip sla monitor 1

type echo protocol ipIcmpEcho 10.1.1.1
vrf vpn1
!
ip sla monitor schedule 1 start now

___________________
例 Router(config)# ip sla auto template type ip icmp-echo 1

Router(config-tplt-icmp-ech)# source-ip 10.1.1.1
Router(config-tplt-icmp-ech)# vrf vpn1
Router(config-icmp-ech-params)# end
Router#
00:02:26: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show ip sla auto template type ip icmp-echo 1
IP SLAs Auto Template: 1

Measure Type: icmp-echo
Description:
IP options:

Source IP: 10.1.1.1
VRF: vpn1 TOS: 0x0

Operation Parameters:
Number of Packets: 10 Inter packet interval: 20
Timeout: 5000 Threshold: 5000

Statistics Aggregation option:
Hours of statistics kept: 2

Statistics Distributions options:
Distributions characteristics: RTT
Distributions bucket size: 20
Max number of distributions buckets: 1

Reaction Configuration: None

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla
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説明コマンド

IP SLA動作テンプレートの設定を開始し、IP
SLAテンプレートコンフィギュレーションモー
ドに移行します。

ip sla auto template

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor
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